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PA en €‏ 
マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力‏ 


ラン ク A な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 一 週間 は 現 界 可能 。 


ポキ ル 


に 対す る 心得 、 技 術 。 
軍団 を 指揮 する 能力 で は な く 、 軍 勢 の 中 の 一 騎 と し て 奮戦 する た め の 戦闘 技術 。 
多 対 多 、 一 対 多 の 戦い に 巴 は 慣れ て いる 。 


に 行っ て いた 自己 暗示 の 一 種 。 
サー ヴァ ント と し て 現 界 す る に あたっ て は 、 移 種 と し て の 力 を 一 時 的 に 増 則 さ せる スキ ル と し て 定義 され て いる 。 


Pell 


オン ・ ア ロリ キヤ ・ ソ ワカ 。 

HIER 義仲 と 共に 最期 を 迎え られ な か っ た 嘆き と 悲し み が 、 

生来 の 災 の 能力 や 鬼 種 の 怪力 と 相まって 宝 具 へ と 昇華 され た モノ 。 

愛す る 木 令 義 仲 を 供養 し た 義仲 寺 の 本 坦 た る 聖観音 菩薩 一 一 そ の 真言 を 唱え る こと で 「 自 分 の 中 の 義仲 へ の 愛 ] を 確か 
め た 後 、 敵 を 掴ん で 投げ 飛ば し 、 そ し て 釣 熱 の 矢 を 打ち 込み 、 義 仲 へ の 想い を 象徴 する 太陽 に 似せ た 魔力 に よっ て ダメ 
ー ジ を 与え る 。 


SIRO GIS r I 2 
沸騰 ・ 蒸 発 ・ 消 滅 を 導く 死 の 矢 。 
魔力 を 熱 へ と 変換 し 、 弓 に つが えた 矢 に 炎 を 乗せ て 敵 に 叩き 付け る 。 矢 は 変 替 も な い (音速 級 で は ある も の の ) も の だ が 、 
付与 され た 炎 に より 威力 が 増加 する 。 

魔力 放出 に 似 て 非 な る も の 。 遠隔 攻撃 に 使用 ご きる の が 最大 の 相違 点 。 

この 超常 の 能力 を 、 巴 は 「 旭 の 将軍 と 呼ば れ た 義仲 さま の 御 力 に よる も の ] と 言っ て 昼 ら な い が 、 恐らく は 鬼 の 血 が 色 濃 
く 顕 れ た が 故 の 、 生 前 か ら 有 する 能力 で あろ う 。 

本 作 で は 真名 解放 は 行わ れず 、 巴 は 通常 攻撃 と し て この 力 を 用 いる 。 
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中 方 ノ 買 女 プ 〇 〇 殿 プ 〇 〇 様 あの 方 彼 彼 女 


幼 爽 た る 女 武 者 で あり 、 同 時 に 、 お 激 や か な 良妻 乙女 。 
「 叔 種 ] と [混血 | の 商 で ある 故に 荒 点 る 性 質 を 色濃く 有 し て いる は ず が 、 愛す る 木 令 義 仲 へ の 想い に よっ て それ を 封じ 込 
め 、 静 か な 人 間 の 女性 と し て の 個性 を 得 て い る (よう に 見 える ) 。 


非 戦闘 時 に は 、 尋 々 と 主人 に 従う 乙女 で あり つつ 、 同 時 に 、 い ささ か 人 里 の 常識 に 疎い 振る 舞い を 見 せる 。 聖杯 か ら 現 
代 の 知識 を 得 て い て も 、 実感 で き て いな いそ れ ら の 情報 を 持て 余 し て いる の で ある 。 
し か し 戦場 に 在 れ ば た ち ま ち 女 武者 と し て 稚 い 立ち 、 紅 い 瞳 を 輝 か せ な が ら 天 軍 を 誠 嗣 する だ ろう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

巴 は よく 義仲 の 名 を 口 に する が 、 決 し て 、 聖 杯 に 彼 の 復活 を 願わ な い 。 

既に 義仲 は 死 し た も の 。 

既に 自分 も 死 し た も の 。 

死者 は 死者 。 本来 、 地 上 に 蘇る べき も の で は な い 。 

巴 御前 の 死生 観 は 明確 だ 。 サー ヴァ ント と いう 仮 初め の 客 で ある 自分 は 、 い ずれ 静か に 地上 か ら 消 え 去る べき と 信じ て 
疑わ な い 。『 絶 対 麻 獣 戦線 パ ビ ロ ニア 」 に 於 いて も 、 迷う こと な く 敵 的 ギ ル タ ブ リル と の 相討ち を 選ん だ 。 

た だ 密か に 、 さ さや か に …… い つか が 遠き 来世 に て 、 義 仲 と ひと た び 再 会 し た いと 想う ば か り 。 も し も 可能 な ら 皿 子 ・ 朝 
比奈 義秀 も 交え て 想い で あり 、 願 いで は な い ) 


カル デア に 召喚 され た 彼女 は 、 一 騎 の サー ヴァ ント と し て 、 己 が 仕え る こと と な っ た 新た な る 主君 (マス ター) の 行く 未 
を 穏やか に 見 守 ろ うと 決め て いる 。 


O 台詞 例 

「 巴 と 申し ます 。 義仲 さま に この 身 を 捧げ た 者 で は あり ます が 、 今 は 、 買 方 に お 仕え し まし ょ う ] 

[義仲 さま に つい て お 聞き に な り た い の で すか ? 

[範頼 、 義 経 、 そ し て 頼朝 公 ……- そ の よう な 方 々 と も し 見 えた な ら 、 巴 は 自ら を 律 せ られ る 自信 が あり ませ ぬ 。 お そら く 
は ーー そこ に は 鬼 が お り ま し ょ う ] 

[四方 は ま 、 い か が で し ょ うか 。 鬼 の 巴 は 恐ろし ゅ う ご ざ いま すか ?」 

「 マ スタ ー は …… 義 仲 さ ま と は 、 違 いま す ] 


Y 


(で 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

生 没 年 不詳 。 平安 後期 ・ 鎌 倉 時 代 前 期 の 人 物 。 

征夷 大 将軍 の 位 を 得る も 源 頼 朝 に 敗れ た 名 和 将 ・ 木 健 義 仲 (源義 仲 ) OBE. 

常に 義仲 に 従い 、 し ば し ば 戦功 を 立て た 勇 婦 。 武勇 に 長け 、 一 騎 当 干 と 語 わ れ た 。 
中 原 兼 速 の 娘 で あり 、 木 令 四 天王 と いわ れ た 樋口 兼光 と 今井 兼平 の 妹 で も ある 。 


党 一 本 [平家 物语 | 巻 九 [木曾 最 期 | 人 小 机 体 「 い ろ し ろく 髪 な が く 、 容 顔 ま こと に すぐ れ た り 。 あり が た きつ よ 弓 、 せい 
兵 、 馬 の う へ 、 か ち だ ち 、 う ち 物 も ツ て は 鬼 に も 神 に も あ は ふ どい 一 人 当 千 の 兵 也 ] と ある 。 

すなわち 、 色 白 、 長 髪 、 容 姿 に 優れ た 強 弓 に し て 一 騎 当 千 の 美女 こそ が 巴 御 前 で ある 。 

大 力 で 知ら れる 敵 軍 の 武者 ・ 御 田 八郎 師 軍 の 首 を 失 じ 切っ た 、 と いう 逸話 も ある 。(「 武 蔵 国 に きこ えた る 大 力 、 御田 八 
郎 師 重 、 三 十 騎 ば か り で 出 で 来 た り 。 巴 、 そ の 中 へ 駆け 入り 、 御 田 八郎 に 押し 並べ 、 お むず と 取 つ て 引き 落と し 、 我 乗 つ 
た る 蔽 の 前 輪 に 押し 付け て ち つ と も 動か さ ず 、 首 投 お 切 つ て 捨て て ん げ り 」) 


TUE (11844) 元 年 、 頼 朝 の 命 を 受け た 源義 経 の 軍勢 が 迫る に あたり 、 義 仲 と 共に 防戦 に 努め て 名 を あげ た が 、 義仲 に 
諭 され る 形 で 円 は 戦線 を 離脱 。 そ の 後 義仲 は 命 を 落と し 、 幅 は 木 苗 へ と 落ち 延び る 。 

[源平 盛衰 記 | に よれ ば 、 そ の 後 巴 は 和田 義盛 の 妻 と な っ て 朝比奈 義秀 を 生み 、 や が て 尼 に な っ た と いう が …… 義 秀 の 生 
年 (| 吾妻 简 | の 記述 か ら 逆 算 す れ ば 1 176 年 ) を 鑑み る と か な り の 矛盾 が ある た め 、 朝 比奈 義秀 は 木 令 義 仲 と の 間 の 子 で 
ある と も 嘱 か れ て いる 。 
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© IFateGO| の 人 物 像 

主君 義仲 へ と 想い を 寄せ 続け る も 、 最 期 の 時 を 共に で き な か っ た 一 一 

ひと つの 無念 を 胸 に 秘め 続け る 女 武 者 。 

その 静か な 砺 し み を 、「 英 霊 剣豪 七 番 勝 負 ] 編 に 於 いて は 薦 屋 道満 に よっ て 慎 怒 の 災 へ と 変質 させ られ 、 荒 点 る 旭 の 怪 と 
化し て 相模 の 国 を 稚 きま 尽く す と いう 所 業 を 見 せ た 。 

本 来 は 、 た お や か な る 乙女 。 人 と 人 の 評 い を 原 い 、 風 月 を 好む 。 


紅い 瞳 は 、 現 代 に 於 ける 絶滅 種 た る 鬼 (まつ ろ わ ぬ タ イプ の 鬼 ) と 人 間 の 混血 の 証 で ある の か も し れ な い 。 
アー チャ ー な が ら 「 狂 化 ] スキ ル を 低 ラ ンク で 有 し て いる 。 理性 が 消え る こと は な いま で も 身体 能力 が 向上 し 、 獅 猛 な 戦 
いぶ ぷり を 見 せる 。 


ゲー ム 好 き 。 
テレ ビ ゲ ー ム も アナ ログ ゲー ム も 好む 。 
特に 、 戦 (いくさ ) に 関わ る も の に は 興味 を 惹か れる よう だ 。 


ご o 


ERR BBA] TERHEH-ZRENTBORERRN A. F-Fr— AS YTIWIELTER. EARP 
宮本 武蔵 の 前 に 立ち は だ か っ た 。 

カル デア に 召喚 され た 巴 御前 は 、 こ の 時 の 記録 
実質 的 に は 別人 で ある 。 


記憶 を 一 切 持 た な い 。 


た だ 、 前 定 事象 の 下総 で の 出来 事 に つい て は 、 カ ル デ ア の デー タベース を 閲覧 し て 既に 知っ て いる 。 閲覧 直後 に は TR 
な る 影 法師 と は 云え 同じ く 巴 の 魂 を 秘め た 女 。 その 節 は 、 い ん ふえ る の が 大 変 な ご 迷惑 を お 掛け いた し まし た ]」 と 関係 
者 に 頭 を 下げ て 回 っ た 模様 。 


C ACTER Profile 


え 、 買 方 さま は 完全 な 別人 ? ふむ ふむ 、 な る ほど そう いう も の で すか … 
柳生 但馬 守 宗 短 

ご 覧 下さ い 但馬 さま ! ろ こ も こ 探 索 の 折 に 撮っ た る る は わ の お 写真 、 ぜ ん ぶ 刷 り 出し て 参り まし た 
+E FE 


源義 経 は 夫 義仲 の 仙 で ある 。 要 注意 ! 

平 景清 

a 宜しい の で すね 。 貴方 は それ で 宜しい の で すね 、 本 当 に 」 

Geos 

むむ っ 」 

メイ ヴ 

未亡人 気質 を いつ まで も 引っ 張る の は 良く な い 、 と た ま に 説 教 さ れ て し まう 。 
そ 、 そ う 云 われ まし て も ……」」 

スル ー ズ ヒル ド プ オル トリ ン デ 

ゲー ム 仲 間 。 一緒 に 対戦 する の も 楽し いけ れ ど 、 彼女 た ち が プ レイ する RPG や 恋愛 シミ ュ レ ーション ゲー ム を 端 で 見 て 
いる の も 楽し い 。 


an on 19 証‏ سور 


CH/ RACTER Profile 


巴 御前 は 釧 出 少な めで 第 二 再 上 の よう な ゴ テ ゴ テ の 甲 表 武者 を 描い て みよ うと いう の が 最初 の デザ イン の コン セプト だ 
つた と 思い ます 。 が … 全 て を その 方 向 で 進め る の に 苦難 し た た め 、 武 内 さん か ら の アド バイ ス も あり 、 方 向 性 は 残し つ 
つ 第 一 第 三 再 際 の よう に 軽装 な 要素 も 付け 加え て いき まし た 。 武器 に 関し こも アー チャ ー だ けど あの 時 代 の 武者 は 何で ۹ 


も 扱え る だ ろう と いう イメ ー ジ で て ん こ 盛 り に させ て いた だ きま し た 。 ま さか ゲー ム の コン トロ ー ラ ー を 握る と は 思い 
ませ ん で し た が …。 ま た 自分 の 力量 に どう し て も 納得 が 行か ず 、 再 忠 絵 を 提出 し た に も 関わ ら ず デザ イン を 手直し し た 
上 で 全て 描き 直さ せ て も ら う 等 、 二 転 三 転 あり 思い 入れ の ある キャ ラ に な り ま し た 。( し ら び ) 


望月 干 代 女 


| 2272 >> EBesttz EN 79-154 
Elect ۳۳2 ۱۳۲۵29۱ ee Bas 
EES et ER 154cm 2 458 


Edo ED EM) Ec Ec Edo 


設定 作成 : 桜 井 光 グ キャ ラク ター デザ イン : ひろ や まひ ろ し 
CV: (aa 


۱ 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


気配 遮断 :A+ 
自身 の 所 
発動 すれ ば 、 サ ー ヴ ァ ン ト で あっ て も 感知 は ほぼ 不可 能 と な る 。 た だ し 、 攻 撃 時 に は 効果 が 大 幅 に 薄れ て し まう 。 


0 
REA Su 
Wf (AR) : C 


Y)‏ — \ ی ある 種 の 呪術 を 修得 し て いる 。 ーー‏ ور 


アサ シン と し て の 現 界 に あたり 呪術 行使 能力 の 多く は 失わ れ て いる が 、C ラ ンク 程度 の 力 は 残さ れ て いる 。 


۳ 
甲 所 月 家 の 祖 に 深く 関係 する [伊吹 大 明神 に よる 呪 衣 で あり 、 所 有 者 の 肉体 と 精神 を 茜 む が 、 コ ント ロー ル で きれ ば 

不可 視 の 毒 と し て 強力 な 武器 と な る 。 

名 世代 に つき 必ず 一 人 、 甲 賀 望月 家 の 人 間 は この 力 を 有 し て いる 。 
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us zee My SSS 


忍者 た ち が 使 用 する 謀 報 技術 、 戦闘 術 、 SAM. RAE CORE 
甲賀 上 忍 、 甲賀 五 十 三家 筆頭 望月 家 の 上 息女 と し て 生ま れ 育 っ た 彼女 は A ラン ク を 所 有 。 
([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


戦闘 を 行う 前 、 準 備 段階 で 相手 の 戦力 を そぎ 落と す 才能 。 

トラ ッ プ の 達人 。 

た だ し 、 こ の スキ ル が 高けれ ば 高い ほど 、 英雄 と し て の 霊 格 は 低下 し て いく 。 
(IFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


具 


Hl 


ぶ き だ いみ ょ うじ ん えん ぎ 


口 寄せ ・ 伊 吹 大 明神 縁起 


AC ۲۳/2۶ PEA 1~30 EIA 


くち よせ ・ い ぶ き だ いみ ょ うじ ん えん ぎ 。 

甲賀 望月 の 祖 と され る 伝説 の 存在 ・ 甲 賀 三 郎 に まつ わる 呪 を 通じ て 、 恐 る べき 大 明神 の 神通 力 を 一 時 的 に 借り 受け る 。 
具体 的 に は 、 口 寄せ に よっ て 伊吹 山の神 た る 伊吹 大 明神 一 一 すなわち [BERS (神道 集 )]「 大 岡 寺 観音 堂 縁起 | に 
て 衣 を 通じ て 甲賀 三郎 に 青 っ た 蛇 神 ・ 八 岐大 錠 の 分 吉 を 限定 的 に 使役 し て 攻撃 対象 を 呪 殺 する 。 

攻撃 対象 と な っ た 者 は 大 蛇 状 の 魔力 に 巻き 付か れ 、 絶 命 す る 。 


021 


m 8 : 
Bata) Boer mi Sk (R29-—10) نک‎ OC > 
〇 性 格 
祖 に 由来 する 呪 衣 に 韻 ま れ な が ら も 、 忠 実に 任務 を こなす 女 忍者 。 
生 真面目 。 


主君 に 「 死 ね ] と 言わ れれ ば すみ や か に 死ん で みせ る 。 


主君 の 目 、 耳 、 そ し て 時 に 刃 と し て 冷静 に 振る 舞う 「 く の いち ] と いう 仮面 の 裏 に は 、 大 蛇 の 呪 い を 恐れ 、 MA. 涙する 
人 格 が 隠さ れ て いる 。 


実は それ な り に 遊興 は 好き で 、 オ フ の 時 に は 表情 を ころ ころ と よく 変え て いる 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
忠実 。 従順 その も の 。 
マス ター を 主君 と し て 定め 、 命 令 に 従う 忍者 と し て 彼女 は 誠心 誠 意 働い て みせ る 。 
“| 〇 台詞 例 
(FREE. ۳222۵۳27۳2 22213۳2/۰ 
「 あ り が た き 幸 せ に ご ざる 」 
1 「 こ れ ぞ 、 FRA 
| 「 お 館 様 の 敵 、 仕 男 め ます る |」 
ا]‎ BOM. HN. BAS. PROBA ۲ (E2) げ ぬ モノ が 此 処 に は あろ う 。 口 寄せ ー 一 伊吹 大 
明神 縁起 


どう ぞ 抽 者 に 、 主 命 を お 与え くだ さい ] 


ENBERO [ 連 判 堅 之 事 ] に 名 を 残す と いう 戦国 時 代 末期 の 女性 。 
甲斐 武田 家 に 仕え た 女 忍 者 (くのいち) で あり 、 皿 賀 望月 家 の 出 身 で ある と され る が 、 
実際 に 忍者 で あっ た か どう か は 定か で な い 。 


ある 意味 、 彼 女 の 存在 は ーー 一 
隠密 活動 を 旨 と する は ず の 忍者 に と っ て 矛盾 する 、「 高 名 な 忍者 ] と いう 命題 に 対す る 皮肉 な 回 答 で ある の か も し れ な い 。 


o 


۳/۴ 2312572/۳2 ۳5033: 2 دح م۳5‎ TSA 2/0 
異形 の 力 を 有 し た 存在 で ある 。 忍び と し て 主人 の た め に 活動 する か た わら …… 
た だ ひと り の 大 蛇 の 巫 女 と し て 、 

神 の 荒 魂 を 鎖 め る た め に 祈り を 捧げ る 。 


[RRARCBSHA! で は 妖術 師 に 召喚 され た 七 騎 の 英霊 侯 豪 が 一 騎 、 

アサ シン ・ パ ライ ソ と し て 主人 公 の 前 に 立ち は だ か っ た 。 

カル デア の サー ヴァ ント と し て 改め て 召喚 され た 彼女 に 、 ア サシ ン ・ パ ライ ソ と し て の 記憶 が 存在 する か は 定か で な い 。 
だ が 少な く と も 、 デ ー タ と し て 残っ て いる 記録 を 閲覧 し た よう で は ある 。 …… 何と いう こと を し で か し た の か 、 と 自責 
する 彼女 を 慰め られ る 人 物 は 、 マ スタ ー を 措 い て 他 に は いま い 。 


〇 その 他 
戦国 ・ 未 亡 人 ・ 少 女 ・ く の いち ・ 巫 女 。 
[属性 が 多 す ぎる の で は ] と 一 部 の サー ヴァ ント か ら 心 配 さ れ て いる と 


O 882473 

巴 御前 

な に か と 声 を か け て くだ さる 。 恐縮 に ご ざる 。 
‘HOBBES 


(加藤 段 蔵 と いえ ば 武田 家 で 泥棒 を し た 者 な の で 、 許せ な い 気持 ち が ある 。 
それ は それ と し て 、 な ん だ か 気まずい の で 目 を 逸らし て し まう ) 

酒 和 草子 

う senos A 

あ 、 あ あぁ あ …… あ あ …… こ っ ち を …… 見 て いる …… し 、 し か し …… も う 私 は ……! 


( 酒 呑 童 子 は 伊吹 大 明神 八 岐大 蛇 の 子 、 伊吹 童子 と いう 側面 を 有する 。 故に 千代 女 に と っ て は 黒 怖 と 恐怖 の 対象 で あり 、 


本 能 的 に 一 む お) 


Re 
E 
> 
۳ 
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FOF ARE | 


Comment from illustrator 14 ーー A — AA 


2۳2 07325 0۳0۳۱5 SALA, 設定 だ け で 属性 が て ん こ 盛り な の で 、 あ まり 悩ま ず ス トレ ー ト に デザ イン で きま 
し た 。 大 き な 刀 は 巫女 と し て 持つ 儀式 妃 で あり 、 実戦 で 使う の は 短い 忍者 刀 。 最 終 再 具 絵 で 、 あ あい う 状 況 で も 忍者 刀 
は 左手 で 触れ て いる あたり に 彼女 の 精神 性 が 現れ て いる ん じゃ な いか な と 。 な お 全身 に 巻き 付い て いる 帯 は 、 防具 で も 
あり 武器 で も あり 人 道具 で も あり 、「 体 を 締め 付け る 呪い ] を 象徴 する も の で も あっ た わけ で す が 、 え え 、 え え 、 ど う 見 て 
も ホッ ト な リミット で す あ り が と う ご ざ いま し た 。( ひ ろ や まひ ろ し ) 


ラン サー EE 
男性 ER 日 本 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン : 松 意 
CV : 浪 川 大 辅 


クラ スス キル 


RIDE ee N. 
一 工程 (セン ブル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 魔力 避け の 
日 本 の 呪術 関係 に 限り 、 対 魔力 が 若干 ブー スト する 


a 
攻撃 が 見 切ら れ な く な る 。 


武 の 求道 :B 
地位 も 名 誉 も 富 も 女 も 無視 し て 、 た だ ー 心 に 武 を 磨い た 者 た ち に 付与 され る スキ ル の 一 つ 。 [ ES 
HRS SPB HF ORR. BRIELLE L. 

精神 攻撃 に 対す る 耐性 を ある 程度 獲得 する 。 


a س‎ == 
7 


KOK: B+ 

相手 の 殺気 、 闘 志 、 敵意 な ど を 感じ 取っ て 

[それ より 先 に | 攻撃 を 仕掛 ける 。 

B ラ ンク 以上 で あれ ば 、 余 程 の 攻撃 で な い 限 り は 

| 先生 を 打つ こと が 可能 。 

FA た だ し 、 機械 の よう な 闘志 の 一 切な い 攻 撃 へ の 先手 は 、 
いさ さか 苦手 と する 。 


TEs y KA 2 


۱ 
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ER 


お ば ろう ら つ きじ ゅ うい ち し き 


+ 


お ぼろ うら づき じゅ うい ち し き 。 

宝蔵 院 風 紛 が 極め た 十文字 槍 の 武芸 が 昇華 し た 宝 具 。 

先代 で ある 属 栄 が 定め た 表 十 五 本 の 技 に 対し 、 周 脇 が 定め た 裏 十 一 本 の 技 を 指す 。 

「 そ の 檎 神仏 に 達 す ] と まで 訪 わ れ た 周 用 が 編み 出し た 技 の 型 で ちり 、 あ ら ゆ る 敵 、 技 へ の 対応 を 可能 に する 。 


また 、 こ の 宝 具 は 初見 の 相手 ある い は 武器 が どれ ほど 奇妙 な も の で あっ た と し て も 、 
初見 故 の 不利 を 解消 する こと が 可能 。 


[直感 | 勇猛]」 の よう な スキ ル に 対し て も 効果 が 高い 。 


に 俺 SER 


〇 性 格 
槍 と その 技 を 磨く こと 以外 、 何 の 興味 も な い 求道 者 。 
正確 に 言う と 興味 が な い 、 と いう より は 「 興 味 を 持た な い ] よう に し て いる 。 


富 や 名 誉 と いっ た も の は 、[ 技 の 純度 ] を 下げ る 


と 、 周 用 は そう 考え て いる 。 


サー ヴァ ント と し て 戦い に 応じ た の も 、「 自 身 が 生前 に 買い た 槍 の 業 は 、 ど こま で 通じ る の か ] に 興味 が 湧い た た め 。 
基本 的 に 檎 が 絡 お こと さえ な けれ ば 、 1 高き 人 番 無 害 な 存在 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に 善良 で ある こと を 好む 。 

無 畜 の 人 間 を 殺す こと は まず な い が 、 戦 い を 挑ん で きた 相手 に 情け を 掛け る こと も な い 。 

人 の 生死 に 関し て は 昔 の 人 間 と いう こと も あり 、 少 々 無頓着 で ある が 、 戦 っ た 者 へ の 吊 い を 欠か すこ と は な い 。 
〇 台詞 例 

(Kit, SE. さて 、 槍 を 使う 場 は どこ に な る の か な ?] 

「 主 よ 。 こ の 槍 使 うべ を き とき が 来 た の で は な いか ?」 

DIAZ, REEDS. 肉 は 不要 。 突き が 鈍る 」 

「 う お うお む 。 ニャーニャー 鳴く だ け で 猫 は 良い ] 


ay アン 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

宝蔵 院 則 紛 、 俗 名 満田 源之助 。 宝蔵 院 の 継承 者 と し て 、 宝蔵 院 流 槍術 の 開祖 風 栄 に 槍術 や 僧 と し て の 教え を 受け る 。 
当時 、 既 に 周 栄 に よっ て 宝蔵 院 の 槍術 は 世間 に 知れ 渡っ て いた 。 

これ まで の 突き を 行う だ け だ っ た 素 槍 を 改良 し て 、 突 き に 加え て 斬り 、 払 い 、 打 ち を 可能 に し た 画 期 的 な 十文字 槍 を 生 
の み 出 し た の が 、 こ の 履 栄 だ っ た か ら だ 。 


突 け ば 槍 KEITEN) 引け ば 鎌 
と に も か くに も 外れ あら まし 


と は 、 十文字 檎 を 称え た 歌 で お る と いう 。 


宝蔵 院 流 は 江戸 時 代 を 通じ て 隆盛 を 極め た が 、 周 栄 は 槍 を 捨て た 。 
「 元 より 仏 に 仕え る 者 が 槍術 を 学 点 は 、 本意 で は な い ] 

「 仏 に 仕 る る な ら ば 、 槍 を 捨て る べき で ある ]」 

後継 者 で ある 周 用 に も そう 申し 送り 、 彼 は 八 十 七 歳 で 入 寂 し た 。 


いで ペ ング ルン 


CHARACTER 


TED, BHIHONTERDIRE LIED TE. 
宝蔵 院 た る 者 、 仏 の 道 と 槍 の 道 双方 を 歩 お べし 一 一 と 、 周 栄 の 死後 に な っ て 
宝蔵 院 流 槍術 を 復興 させ た 。 


と は いえ 、 彼 は 人 を 殺し た い 訳 で は な く 。 

戦い た い 訳 で も な か っ た 。 

仏 僧 で ある 嵐 弾 に と っ て は 、 地 位 や 名 営 と いつ た も の に も さして 惹か れる も の は な い 。 
周 郷 が 考え て いた こと は 、 た だ HRI を 突き 詰め る こと だ け 。 


獣 を 超え る 人 が いる 。 
鬼 を 超え る 人 が いる 。 
人 を 超え る 人 が いる 。 


で あれ ば 、 人 を 超え た 人 に 立ち 向かう た め に は [ 技 ] し か な い 。 どれ ほど 小さ な 石ころ で も 、 積 み 重 ね て いけ ば 、 い つか 
は 城壁 に 達する こと も で きる だ ろう 。 

それ が 「 人 間 ] と し て の 在り 方 で の る 、 と 周 用 は 思っ た の だ 。 

つま り は 好奇 心 。 人 は 人 の まま 、 技 を 突き 詰め る こと で どれ ほど の コト を 為 せ る の か 。 

MES TAVE¡N IED OT 


BANDRRI CHOI, CLYSECRISIEANT VEL. 
だ その 技 だ けが [神仏 に 達 す ] と 称え られ て いる 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
必殺 技 で ゴリ ゴリ と 削る 、 と いう より は 通常 の 攻撃 で ザク ザク フ と ダメ ー ジ を 鋼 わせ て いく タイ プ 。 


O 因縁 キャ ラ 
宝蔵 院 

だ か ら 

お さげ は 

し な いっ て ば ] 
天草 四郎 時 貞 
だ か ら 

髪 切 丸 は 

や り ま せん っ て ば ] 
宮本 武蔵 

だ か ら 

宇宙 空間 な ん て 

な いっ て ば ] 

柳生 但馬 守 宗 短 
むぅ 人 間 と は - 
〇 OOO 線 と は … 


それ は 置い と いて 、 老 人 の 李 書 文 (アサ シン ) と は 馬 が 合う の か 、 よ く 茶 を 飲み つつ 技 の 談 議 を 行っ て いる 。 


柳生 但馬 守 宗 短 


EER セイ バー EA 
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本 


設定 作成 : 桜 井 光 キ ャ ラフ ター デザ イン : 4و9‎ - 


CV :山路 和 弘 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


対 魔力 :C 
詠唱 病 以 下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い は ず だ が 、 侯 加 は 妖術 魔術 を し ば し じ ば 一 関す る 。 


fi 


SOR: B 
大 抵 の 乗り 物 を 乗り こなす こと が 可能 
重 に つい て は 乗り こなす こと が で き な い 。 


幼少 か ら 二 十 四 才 ま で の 年 月 、‏ با رل 
高) か ら 直 接 教え 込ま れる 形 で 剣 を 学び 、 育つ た 。‏ 


CHIT SHE o 
立ち 向 か ふ その 目 を すぐ に 緩 お まじ これ ぞ ま こと の 水 月 の 影 。 


1 — ーー 
۱ 
۲ 2۳۳ ES U اس رد-۳‎ (ls) 
た と え 刀 を 持た ず と も 、 新 陰 流 の 達人 は 武装 し た 相手 に 勝つ と いう -一 : 

) 
هت 


けん ぜん いち に ょ 


RRO + 20 


けん じゅ つ お そう ・ け ん ぜん いち に よ ょ 。 
不動 の 心 を 持ち な が ら 、 同 時 に 、 自 由 に 在 れ 一 一 

沢庵 和尚 が か つて 語っ た 剣 の 極意 は 、 つ い に 、 宗 短 の 中 で 完成 を 迎え た 。 

剣 は 生死 の 狭間 に て 大 活 し 、 禅 は 静 選 黙 考 の うち 大 悟 へ 至る 。 無念 無 想 の 域 か ら 放 た れる 剣 禅 一 如 の 一 刀 は 、 た だ 一 臣 
に て 、 必 殺 を 為す 。 


江戸 柳生 最強 の 剣士 の 一 人 。 
感情 を 交え ず 、 水 の 理性 で すべ て を 見 据え る 合理 性 の 鬼 。 
術 理 と は 合理 で あり 、 す な わ ち 剣 き わ ま れ ば 、 自 ず と 無駄 な くす べ て が 叶う ーー 一 


情熱 を 口 に せ ず 、 逃 ら ず 、 焦 ら な い 。 
目的 へ 到達 する た め の 最 療 、 最 短 の 手段 を 至極 冷静 に 突き 詰め る 。 味 方 と な れ ば 頼も し い が 、 敵 と な れ ば あま り に 恐る 
し い 、 水 に し て 鋼鉄 の 男 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

柳生 宗 知 は 武士 で ある 。 

ひと た び 召 喚 さ れれ ば 、 マ スタ ー を 第 二 の 主 君 と し て 忠実 に 従う だ ろう 。 

saat 世界 を 救う 戦い の た め の 召 喚 に せよ 、 世 界 を 滅ぼす た め の 召 喚 に せよ 。 顔色 ひと つ 変 え ず に 、 任 め を 、 果 た す 。 


「 セ イ バ ー、 柳 生 但馬 守 宗 知 。 買 殿 に お 仕え いた す ] 

「 い か な る 命 に も 従う まで ] 

「 こ れ も ま た 、 緑 か 。 七郎 で あわ れ ば さぞ 楽し げに 笑っ た ろう が 、 私 に は 叶わ ん な ] 
「 ま こと 、 相 済ま ぬ ] 

トー 一 御免 ] 


045 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

柳生 石舟 斉 の 子 に し て 柳生 十兵衛 の 父 と し て 知ら れる 、 剣 の 天才 。 

大 坂 夏 の 陣 (1615 年 ) で は 将軍 秀忠 を 守り 、 武 者 七 名 を 瞬時 に 斬り 捨て た と いう 。 
三代 将軍 家 光 か ら は [RAT CHASTE. 


兵法 家 に し て 政治 家 。 諸 大 名 や その 子弟 に 新 陰 流 を 指南 し 、 

自ら の 弟子 を 有力 な 大 名 の 剣術 師範 と し て 送り 込む な ど し た 。 

時 代 小説 や 時 代 劇 で は 稀代 の 陰謀 家 と され る 。 江 戸 時 代 初期 、 柳 生 家 の 地位 を 一 万 二 千 五 百 石 の 大 名 に まで 押し 上 げ て 
みせ た か ら に は 、 清 廉 潔白 な だ け で は 有り 得 な いと 考え られ た の だ ろう 。 


兵法 師範 と し て 、 家 光 か ら 大 き な 信 頼 を 寄せ られ た と いう 。 
家 光 が 宗 乱 を 呼 史 際 の 愛称 は 「 柳 但 (りゅう た ん )」 で あっ た と 記録 され て いる 。 柳 生 と 但馬 か ら 一 文字 ずつ を 取っ て の 愛 
称 で ある 。 宗 短 の 死後 に は 、「 宗 短 が 生き て いれ ば ] と 口 に し た と も 言わ れる 。 


先読み に 長け 、 島 原 の 乱 の 拡大 を いち 早く 見 抜い て いた と も 語ら れる 。 

寛永 十 四 年 (1637 年 ) 、 キ リ シ タ ン 宗 徒 に よる 反乱 の 報せ が 届い て すぐ の 頃 、 追 討 使 の 任 を 受け た 板 訪 内 騰 正 重 昌 を 必 
死に 引き 留め よう と し た 。 何故 と 問い 掛け た 将軍 家 光 に 、 宗 短 は 「 宗 教徒 の いく さ は すべ て 大 事 ] 「 重 昌典 は 討ち 死に す 
る で し ょ う ] と 答え た 。 

事態 は 宗 乱 の 読み 通り に 推移 し た 。 一 万 五 千 石 の 大 名 で ある 重 昌 で は 、 西国 大 名 を 率い る の に 不定 で あり 、 結 果 と し て 
苦戦 を 強い られ た の で ある 。 状況 を 重く 見 た 将軍 家 光 は 重臣 ・ 松 平 信綱 を 総 大 将 と し て 送り 込ん だ が 、 重 昌 は それ を 知 
っ て 焦り 、 信 網 が 到着 する より も 前 に 敵陣 へ と 突撃 し 、 あ えな く 討 ち 死に を 遂げ た の だ っ た 。 


o 


2532213 عطاق‎ で は 英霊 剣豪 が 一 騎 、 セ イ パ ー・ エ ン ピ レ オ と し て 登場 。 

サー ヴァ ント な ら ざ る 生身 の 肉体 に 一 切 回 殺 の 宿 業 を 埋め 込み 、 剣 殆 と 化し て 、 宮 本 武蔵 と の 一 戦 を 渦 望 し た 。 
既に 剣 聖 に 到達 し て いた 宗 乱 で は あっ た が 、 武蔵 と の 戦い を 望ん だ が 故に ゆがみ 果て 、 侯 量 と し て の 境地 の 果て で は な 
>. ARE LC OBC BHA EDA o 


Y REB. TA ELA A LEBEBROBA—1 OBA BACT. BE‏ ۳۱221851129-2 برد 
り 語る こと は な い 。‏ 

剣 禅 一 如 を 得 た は ず の MERE] が 其処 まで 迷う の で あれ ば 、 

余 程 の 縁 と 出逢っ た の だ ろう よ 、 と 僅か に 微笑 お の み で ある 。 


© 


ERT, 20709۴9 انا‎ 
宗 短 は [武蔵 は 西 軍 の 者 ]「 徳 川 の 敵 ] と いう 旨 の 言葉 を 述べ た 、 と 。 


生前 の 宗 乱 は 武蔵 と 激突 する こと は な か っ た し 、 
相手 を する こと も な か っ た が 、 
実 の と ころ 、 気 に は 留め て いた の だ 
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€ ACTER Profile 
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と 本 作 で は 定め る 。 故に RERRCERA (CAIDA ELABORARON. 彼女 が 、 自 ら の 世界 の 
宮本 武蔵 ] と は 別人 だ と 知り な が ら 。 
英 器 と し て カル デア に 召喚 され た 宗 短 は 、 既 に 武蔵 の 腕 と 在り 方 を 認め て いる 。 
前 定 事象 の 存在 で あっ た エン ピ レ オ の 記憶 を 共有 し て いる は ず は な い の だ が ……?. 
また 、 自 ら の 世界 の 「 宮 本 武蔵 ] に つい て どう 思っ て いる か は 


今 も っ て 不明 で ある 。 Sante 8 


je: 


O 884۲3 ~ 
BARR ERA A TA Jay RATA (セイ バー) 
アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン ンプ アー サー・ ペ ンド ラゴン 


RE さて は て 。 
いずれ も 見 事 な つ わ も の で ある が 、 刃 交え る 機会 が 在 る や 否や 。 
巴 御前 


ふむ 写真 。 ろ こも こと 思しき 生き 物 の ? 

お お 、 お お 、 成 る 程 これ は な か な か 。 過 去 を 切り 取る か の 如 し に て ! 

BAT HERE 

も は や 戦乱 の 世 で は な く 、 江 戸 の 世 で も な い 。 

大 名 相手 で あろ うと あの よう に 固く な ら ず と も 良い の だ が …… ま まな ら ぬ な ……。 
源 頼光 坂田 金 時 渡辺 綱 

平安 の 武 辺 者 、 そ の 頂き に 立つ 方 々 と 見 えよ うと は 。 

あの すさ まじ き 力 、 も は や 天変 の 域 に て 、 術 理 道理 の 外 に あろ う 。 我ら の 知る 乱世 の 武士 ・ 武 持 で は 足元 に も 及ぶ まい 。 
と は 、 云え ーー 一 其処 を 無念 無 想 に て 相対 する の も 、 ま た 一 興 。 

は は 。 2 は は は 。 ERR. ۰ 

鬼 系 サー ヴァ ント 

(どこ か 遠い 目 を し て 見 つめ る ) 
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未 使用 デザ イン 


ント 側面 区 
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「 Er 
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from Illustrator 


「 氷 の よう な 理性 の 男 ] と いう 点 が E 象 的 で し た の で 、 そ ん な 人 物 が よう や く こ ぼ し た 一 滴 の 感情 、 と いう こと を 意識 し 
て 表情 を 厳選 し まし た 。 遍 は 本 人 に 余計 な も の を 足 さ ず に 画面 を 華やか に する た め の 、 苦 肉 の 策 で し た 。 息子 の 三 厳 が 
鹿 狩 り 中 に 亡くな っ て いる 因縁 、3 臨 の 風 へ の 繋ぎ 、 本 人 の 猛 高 類 ぽ ぱい イメ ー ジ …… 等 々 で す 。 ( 古 海 鐘 一 ) 


加藤 段 蔵 


| クラ ス 7>> 
f EN EE 「 甲 陽 軍 鑑 末 書 結 要 本 | LEER! Im 
( Í EE 日 本 [A ++ ER ۱۵5۰۲۰ Bias 


| * | Edo Edo Beds EA) BH: Ec 


設定 作成 : 桜 井 光 - キ ャ ラフ ター デザ イン : BR 
CV: 明 坂 聴 美 


f 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


気配 遮断 : A 
サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 、 


E (E) : A++ 


人 人造 の 機構 、 特 に 木製 の 


UT] 8B に 関連 する 行動 判定 や 、 ス キル の 成功 判定 に ボー ナス が 加わ る 。 
A ラ ンク な ら ば 、 皿 肢 の みな ら ず 全身 が 人 造 品 の 「 か らく り 人 形 ] と な る 。 


= | 


| RUDA: B+ MA 
_| 給 繰 を 用 いた 、 幻 術 を 主体 と する 技術 。 
段 蔵 が 特に 得意 と する も の で ある 。 BA. FIR. 戦闘 、 等 々 多く の 活動 で 応用 が 利く 。 


Es こと 戦闘 に 関し て いえ ば 「 絡 繰 斬 法 」 が 優れ て いる が 、 段 蔵 は あま り 好 まな い 。 


この スキ ル が 高けれ ば 高い ほど 、 英 雄 と し て の 霊 格 は 低下 し て いく 。 
(「FateGO』 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


忍者 た ち が 使用 する 護 報 技術 、 Ma, DA. RA LD 
各 流 派 に よっ て 系 統 が 異な る 。 風魔 小太郎 (初代 ) の 技術 が 搭載 され た 加藤 段 成 で ある た め 、 
流派 は 風魔 忍 群 の も の と な る 。 


El 


か ら 65 くり げん ほう EA ぎゅう 


RITA ۰ BF 


か らく り げ ん ぽう ・ ど ん ぎゅう 。 

真空 の 刃 を 生み 出し 、 対 象 を 吸い 寄せ た 後に 圧縮 粉砕 する 。 加 藤 段 蔵 の 奥の手 。「 北 越 軍 談 ] に て 語ら れ た 、 和 牛 を 呑み 込 
お 幻術 を 応用 させ た も の で ある 。 

果 心 居士 が 手 ず か ら 組 み 込 ん だ 「 果 心 礼装 ] に より 、 魔 性 特攻 の 性 質 を 有する 。 

逸話 通り に 「 物 体 を 目 の 前 か ら 消す ]「 消 し た 物体 を 再び 目 の 前 に 出す ] 幻術 と し て 用 いる こと も 可能 だ が 、「FateGO] 
で は 基本 的 に 攻撃 に の み 使用 され る 。 


よう じゅ っ ざん ぼう ده‎ 


妖術 斬 法 ・ 夕 顔 


よう じゅ つ ざ ん ぽう ・ ゆ う が お 

手 に し た 花 や 果実 を 斬る と 、 な ぜ か 、 遠く 離れ た 英 の 首 が 落ち る 。 

仮名 章子 (WF) で は 夕顔 、 軍 学 書 E کدی‎ TDN. ERA. 
幻術 の 一 種 に 過ぎ な い 、 と 段 蔵 は 語る 。 あ まり に あま りな 殺人 術 な の で で きれ ば 使い た く な い 、 と いう の が 本 音 ら し い 。 


ワタ シノ 段 蔵 PT 9 /BB/OOR/ OO (呼び 捨て ) 彼 / 彼 女 / 奴 プ 〇 〇 殿 Z 〇 OO (呼び 捨て ) 


〇 性 格 

感情 少な く 、 機 械 的 な か らく り 忍 者 。 か らく り 少 女 。 

生前 に は 自由 意志 を 持た ず 、 入 力 さ れ た 命令 に 従う だ け の 機械 人 形 で ある 一 一 一 と 自己 を 定義 し て いた が 、 英霊 と し て 
人 類 史 に 刻ま れ 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 す る に あたり 、 自 分 も また 人 間 た ちの よう に 思考 し 、 感 情 を 抱い て も 良い の 
で は な い だ ろ うか 、 許さ れる の で あれ ば そう し た い 、 と 考え て いる 模様 。 


妖術 師 ・ 果 心 居士 が 心血 を 注 ざ 上 げ て 製作 し た 稀代 の 絡 繰 が こうとう 意思 を 持つ に 至っ た の か 、 そ れ と も 無機 物 の 塊 に 
魂 が 宿っ た の か 、 正 確 に 答え られ る 者 は いな い 。 
どう あれ アサ シン سس‎ RN 


0 mn ۰ عمسوه‎ 

マス ター が 自分 を か らく り と し て 扱う よう で あれ ば 、 か らく り と し て 在 ろう 。 
思う に 、 そ れ が 最も 確実 で 安楽 な が 道 な の だ か ら 。 

けれ ども し も 人 と し て 扱っ て くれ る な ら 、 精 一 杯 、 人 の 真似 た を し て みよ う 一 一 一 


O RBI 

RER, TT CHEM 

「 で は 、 ワ タ シ が 料理 し て ご 覧 に いれ ます る ] 

[いさ さか 五行 が 足り て お り ま せん 。 速 や か に 補充 を 求め ます る 。 …… 貞 体 的 に 言え ば 、 外 の 空気 を 吸い た いな 、 と ] 
「…・ 英 を 滅 ま す な ら ば 、 お 役 に た ち ま し ょ う 。 それ が 段 成 に ど ざ いま する 

[ 風 よ 集え ……… イ ビル ウィ ンド ・ デ ス ・ ス トー ム 


デー 7 い = X SS 
と いら 7 3 ۹ \ 


の 史上 の 実像 ・ 人 物 像 


DORE. 江戸 時 代 初 期 の 仮名 草子 ・ 軍 学 書 な ど LARA SHADED. اجه‎ 

KBE S 0۱37۳8390526 0۳9۲ CHB وف‎ U > LTVSH', RENA が 間 謀 と し 
て 使っ た いわ ゆる 甲州 透 波 を 連想 する 言葉 で あり 、「 破 ] の 字 か らし て むし ろ 後 北條 家 が 召し 抱え た 風魔 小太郎 率い る 相 
州 乱 破 に 近い 存在 で あっ た の だ ろう 。 

相州 乱 破 と は 、 風 魔 小太郎 の 率い た 二 百 名 の 集団 で あっ た と され る 。 

主 家 減 亡 後 、 そ の 残党 は 盗賊 と な っ て 江戸 を 荒らし 、 武 田家 重臣 ・ 高 坂 昌信 の 係 呆 で 、 宮 本 武蔵 の 弟子 と も 言わ れる 向 
崎 野内 の 密告 で 捕縛 、 処 刑 さ れ た と いう 。 


加藤 段 蔵 に つい て は 、「 飛 加藤 ] TENURE] な どの 異名 で 知ら れ 、 名 前 の み 言及 され る 文献 も 存在 する の で 、 実在 し た こ 
と は 確か だ ろう 。 た だ し 、 そ の 所 業 に つい て は 創作 性 の 高い 文章 、 物 語 等 に お いて 触れ られ る の み で あり 、 や は り 実 際 
の と ころ は よく 分 か ら な い 人 物 で ある 。 

EPO MBS LIZ LIFREBUORERUS. TUE, BH ERER) (OS ROA に 記載 され た 、 
手 の 中 か ら 表 す の 人 形 を 出し て 楽 歌 させ る 紀和 打 が 源泉 で ある と 思わ れる 。 
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CHARACTER Profile 


ER 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 
加藤 段 蔵 に は 人 偶 、 か らく り 人 形 を 操っ た と いう 伝説 が め る が 、 こ れ は 「 段 蔵本 人 が か らく り 人 形 で あっ た ] 事実 か ら 派 
生 し た 伝説 で ちっ た 一 一 一 と 本 作 で は 設定 する 。 


戦国 時 代 未 期 に 活躍 し た 風魔 の 流れ を 流 む 忍者 。 

4 し か し て その 正体 は 、 妖 術 師 ・ 果 心 居士 に よっ て 作ら れ た か らく り 人 形 で ある 。 

a 初代 ・ 風 魔 小太郎 の 協力 の 下 で 形作ら れ た 人 造 の 女 忍者 (くのいち) で あり 、 命 の ある 人 間 で は な か っ た 。 だ が 、 幾つ も | 

の 務め を 成し遂げ 、 後 世 の 文献 に あっ て も よく 語ら れ た 結果 、 そ の 存在 は 英霊 と し て 人 類 史 に 刻ま れ た 。 lo の 
© 

[RERRGEBEU Ta 「 生 前 の 加藤 段 蔵 ] と し て 妖術 師 の 側 に 立っ た 。 

英吉 剣 豪 と 同様 の 宿 業 を 埋め 込ま れ て いた 訳 で は な く 、 キ ャ スタ ー・ 薦 屋 道満 に よっ て 未完 成 な 精神 を 操 ら れ て いた 。 


衣 定 加 象 の 一 竹 で ある 七天 勝負 に 登場 し た 段 茂 も 、 カ ル デ ア に 召喚 され た 汎 人 類 史 サ ー ヴ ァ ン ト の 彼 華 も 、 性 格 や 行動 y 
理念 に は まま っ た く 差 が な い 。 ۵ 
] ENDERICKEBETH. BRARMAWERLOSTHS. 5 


C ae 
主 に 四肢 に 内 蔵 し た 多数 の 刃物 や 射出 式 フ ワイヤー に よる 攻撃 。 近 距離 攻撃 も 速 距離 攻撃 も で ちら も こなす 。 
時 折 、 بت ری‎ te イル な ども ポン プア ッ プ させ て 射出 する 。 


O 因縁 キャ ラ 
Rivet 


WHEE. AMDB. 18/0 Ñ 
風魔 小太郎 (初代 ) ۱ 
果 心 居士 と は また 別 の Hl と も 言う べき 相手 。 3 
HO Se 
LEBAITRRNESNABE. Ree 
汎 人 類 史 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 自分 が 会 っ た 相手 で は な い が …… ざ わ つ く ……。 1 
Sane FERE 

EEBAITRRNERNUGER. に 
や は り 汎 人 類 史 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 自分 が 会 っ た 相手 で は な い が .…… 大 恩 あ る 方 々 で ある よう に 感じ る 。 
BATHE 

KERDA, Ft. 段 蔵 と し て は 親しく し た い の だ が 千代 女 殿 に は 何だ か わだかまり が ある 模様 。 25022 
記録 デー タ に その 秘密 が 隠さ れ て いる 。 

Ric UTEMOMR RAD RBRT PSD Ure 「 あ る 事 ] と は 一 体 。 

風魔 小太郎 (五代) 
一 時 期 風魔 一 族 に 身 を 寄せ て いた 段 蔵 は と ある 赤毛 の 幼子 の 育て の 親 と な っ た 。 初 代 風 魔 小太郎 の 技 を 一 種 の デー タ と 
し て 内 蔵 し た 段 歳 は 、 最高 の 風魔 の 技 の 伝達 者 ] で あっ た の だ 。 

時 に 忍 術 の 師 と し て 導き 、 時 に 母 の よう に 慈 し ん だ この 幼子 こそ 、 誰 あろ うー 後 の 五 代目 風 麻 小太郎 で ある 。 
カル デア で の まさ か の 再会 に 、 当 初 、 段 蔵本 人 は 気付 いて いな か っ た が ……? 


ACTER Profile 


omment from illustrator 


加藤 段 蔵 の デザ イン を 担当 させ て いた だ きま し た 。 カ ラク リ 人 形 と いう お 題 に つい て 当時 いろ いろ 悩ま され まし た 。 人 h 
形 と いう も の は 、 い つも 手足 を 長く 作ら れ て いる た め 、 段 蔵 さ ん の 手足 も や 、 ち ょ っ と だ け 違 和 感 ある 程度 に 長く し て み 
まし た 。 な ど と あれ これ 試行 錯誤 し て きま し た が 、 神 シ ナリ オ の お か げ で 、 ARRE TERR Uco A 


タッ フ の 皆さん に ここ ろか ら 感 謝 し て いま す 。 (曽我 誠 ) 


o 
8 
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刑部 姫 


アサ シン 刑部 姫 


Exit << bas 
| Ett 混 池 ・ 中 庫 sl | 体重 | 


res E = 


| EE ER: Be ES 
IT ۷ 


٩ 設定 作成 : 東 出 祐一 郎 グ キャ ラク ター デザ イン 86 
۲ cv: ass y 
Y 
> 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order , y 


クラ スス キル 


REE (82) : B 
引き 籠 も り 続け た 年 月 は 伊達 で は な い 


陣地 作成 : A+ 1 17 9 
魔術 師 で は な い が 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
姫路 城 、 真 の 所 有 者 。 


y 
折紙 を 自在 に 操作 する こと が で きる 。 WR Bal. هر‎ o. 
陰陽 道 に お ける 式 神 の 独自 アレ ンジ 。 


身の丈 1 丈 ほ どの 鬼神 な ど 、 様 々 な 姿 を と っ た 。 
更に は 宮本 武蔵 を 騙す な ど 、 地 味 な が ら 日 本 トッ プラ ンク の 化 生 の 側面 を 持つ 。 


数 ター ン で ある が 周囲 を 自身 の 土地 と し て 扱い 、 知名 度 上 昇 に よる ステ ー タ ス 向 上 を 計る 。 

また 、 そ の 際 に どの 方 角 に 重点 を 置く か で 各 ス テー タス の ラン ク 上 昇 を ある 程度 コン トロ ー ル で きる 。 
具体 的 に は 北方 で あれ ば 耐久 、 東 方 で あわ れ は 筋力 、 西 方 で の れ ば 歓 搾 、 南 方 で われ ば 魔力 。 

サー ヴァ ント ・ マ スタ ー 問 わ ず 恩 恵 に 授かる こと が で きる が 、 そ の 人 数 は 最大 で も 四 人 。 


神社 な どか ら 城 に 移り 住ん だ 怪物 の 総称 。 弄 部 姫 は 姫路 城 の 真 の 主 と す ら 
その 姿 を 見 た だ け で 崇 ら れる 、 あ る い は 即死 する と も 。 
城 か ら 離 れれ ば その 力 は 著しく 弱まる と いう 欠点 も 持つ が 、 


姫路 城 な ら ば 凄まじ い 強 さ を 発揮 する 。 


BEELT. BCOMCHRL REET Do 
MWEIHHELTTEH. BHT 1-019۴ 9 تا‎ 
SERCH EES TASAS TIS). HR BE 
今回 は 折紙 で の 攻撃 手段 を 取っ た た め 、 
ETSII Kas CAB 21-0 


き は らち て ん どう さま 


白鷺 城 の 百 鬼 八 天 堂 欄 


は くろ じょう の ひ ゃ っ つき は ち て ん どう さま 

姫路 城 の ミニ チュ ア を 顕現 させ る 、 い わ ゆ る 固有 結界 と 似 て 非 な る 大 魔術 。 

万 人 に 認め られ る ほど の 美 し さ と 威容 を 以 て 、 味 方 に 精神 的 な 支柱 を 付与 する 。 

刑部 姫 が も う 少 し 攻撃 的 で あれ ば 、 城 は 直ちに 攻撃 を 可能 と する 暴力 的 な も の に な っ て いた だ ろう が 、 
生粋 の 引 寺 籠 も り で ある お 陰 で 防御 型 の 宝 具 に 留まっ て いる よう だ 。 


日 本 …… 特 に 江戸 時 代 ま で の サー ヴァ ント に 対し て は 、 
魅了 状態 を 追加 する こと も ある が 、『FateGOI で は 使用 され な い 。 


OH 姫 (わた し ) 


1] 責 方 (i) 彼 / 彼 女 


O 性格 
陰気 、 内 気 、 物 静か と 言え ば 聞こ え は いい が 、 単 に 喋る の も 息 を する の も 面倒 と いう 、 有 筋金入り の 引き 籠 も り 。 
その 癖 、 人 寂し くも な る 目 分 に 少々 の 自己 嫌悪 を 抱く 。 


も の ぐさ で だ らし が な く 、 部 屋 の 片付け が で き な い タイ プ 。 
し か し 同人 活動 に 対し て は 情熱 を 抱い て お り 、 

۱ ( 邪 念 は ある ) 。 

O マス ター へ の 態度 

基本 的 に 相手 に 合わ せる 。 

婚 びる タイ プ が 好き そう な 人 間 に は 甘え が ち に 。 

尊大 な タイ プ が 好き そう な 人 間 に は 酷 薄 に 。 

絆 が 深まる に つれ て 、 素 の 自分 を 押し 出す よう に な る 。 


また 、 た ま に め ん どく さい る 重い 部 分 が あり 、 
それ を 自分 で も 自覚 し て いる 。 


> 「 ぎ ゃ ー! 敵対 し て る の に な ぜ ア イ テ ム を 渡さ な きゃ いけ な い の !? FIL! 
(めん どく さい めん どく さい 、 
自分 で 言っ て いて 目 敗 が する ほど めん どく さい 
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f « 


OLOR WC wer) 
FEROE (ESMERADA U] TIENE. [SEHR TIERED Id, BONE LTIBSTUCRA CHS. 


長い こと 姫路 城 に 棲み つい て いた の だ が 、 秀吉 に よっ て いつ た ん 城 の 外 に 追い 出さ れ た 後 、 関 ヶ 原 の 合戦 後に 姫路 城主 
と な っ た 池田 輝政 が 1609 年 に 五 層 の 天守 間 を 建造 する と 、 こ ちら に 改め て 移り 棲ん だ 。 こ の よう な 経緯 か ら 、 刑 部 姫 
は 自分 こそ が 姫路 城 の 城主 で ある と 自負 し て いて 、 姫路 城 の 天守 閣 で は 誰 も いな い は ず な の に 夜中 に 明り が 点 っ た り し 
て 、 人 々 を 恐れ 怪し ませ た と いい 、 城 内 の 者 た ちか ら は 「 八 天堂 様 ] と 呼ば れ て いる 。 また 、 そ の 真 の 姿 を 見 た 者 は た ち 
ETAICHERS CBBENTWVS. 


その 正体 は 、 少 な く 見 積もっ て も 300 年 近く は 生き て いる 女 狐 で ある 。 変化 の 力 を 持ち 、 人 間 の 前 に 姿 を 現す 時 は 17、 トル シー 
8 歳 ほ どの 十二単 を 着 た 女 や 、 身 の 丈 1 丈 ほど の 鬼神 な ど 、 様々 な 姿 を と っ た 。808 匹 の 傘 族 を 従え た 狐 族 の 有力 者 で も に 

あり 、 中 で も 有力 な 配下 と し て [二階堂 の 燥 助 (すす すけ ) ] [RER (CUCL) の 中 三郎 ] 「 か くれ 笠 の 金丸 ] 「 に わ 
と り 喰 の 章太郎 」 の 四天王 と 、 独 り 武 者 で ある 「 野 あら し の 鼻 長 ] が 知ら れ て いる 。 


刑部 姫 の 両親 は 千年 の 時 を 生き た 大 和 国 の 古 狐 で 、 相武 天 皇 の 時 代 に 雨宮 い の 呪 具 (初音 の 鼓 ) の 材料 と する べく 狩 られ 
て し まっ た 。 両親 を 英 い 、〈 初 音 の 鼓 ) の 所 有 者 で ある 源義 経 を 危 難 か ら 救っ た 源 九郎 狐 は 弟 に あたる (PIB REFE 
Kl). —- 
彼女 の よう な 、 城 に 棲み つく 存在 は [HEM ال تفت اقا‎ (ir) の 日 姫 が 知ら れ て いた 。 ちな 
BIC, 6۵۳/6 (お じ な ) で 、 泉 鏡花 は 「 天 守 物語 | に お いて 刑部 姫 と 草 姫 を 姉妹 分 ( 実 の 姉妹 で は な い ) と 設定 し 
て いる 。 


重 姫 が 猪苗代 の 城 代 に 対し て 自分 に 挨拶 する よう 強要 し て いた よう に 、 人 間 嫌 いで 知ら れる 姫路 城 の 刑部 姫 も 、 代 々 の 
城主 に 対し て 年 に 一 度 挨拶 に 来る よう 義務 付け て いた と いう ([ 甲 子 夜話 」) 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

と いう 訳 で 本 来 の 正体 は 狐 で ある が 

玉 深 の 前 と の 壮絶 な 論争 の 未 に 、 狐 か ら 問 幼 へ と 華 衣 な る ジョ プチ ェ ン ジ 。 
彼ら (ME) を 汗 属 と する 力 や 千代 紙 操 法 に よっ て 、 敵 に 立ち 向かう 。 


と は いえ 、 そ も そ も が 3| き 籠 も り 。 何 し ろ 城 主として の 役割 は 本 来 の 武士 た ち に 任せ 、 自 分 は 一 年 に 一 度 城主 ( 仮 ) と 対 
面 し て 、 適 当 に 注意 する だ け と いう 引き 籠 も り ラ イフ を 満 典 し て いた の で あっ た 。 


幾つ も の 戦い が あり 、 幾 つも の 時 代 が 過ぎ た 。 
や が て 彼女 は 一 人 きり と な っ た 自分 に 気付 く 。 


城主 と いう 存在 が 消え て 、 自 分 を 鑑み る 者 も 消え た 。 
最初 の 数 年 は 気楽 だ と 思っ て いた の も 束の間 、 

誰 も 自分 の こと を 知ら な いと いう こと は 、 も し が する と 
自分 は 死ん で いる も 同じ な の で は 、 と いう 切迫 し た 想い に 
駆 ら れ 始 め る 。 


REOWELN'S. 彼女 は 白 嘱 城 一 一 一 姫路 城 を 守り 通し た 。 

も う 既 に 意味 が な いと 知っ て いる の に 。 

誰 に も 褒め られ ず 、 誰 に も 恐れ られ な い 。 

存在 し て いる こと は 知っ て いて も 、 確 か に 此処 に 居 た と 確信 する 者 は お ら ず 。 


な ん だ 、 も う 私 は 死ん で いる も 同然 じゃ な いか 。 


刑部 姫 は 何時 の 間 に か 、 姿 を 消し て いた 。 
そし て 今 で は 、 イ ンタ ーネット と いう 素晴らし い 発明 と 同人 活動 と いう 禁断 の 果実 を 知っ て し まい 、 
日 夜 没頭 し て いる の で ある 。 


O 通常 武器 
折紙 : 折紙 が 攻撃 し 、 折 紙 が 護り 、 折 紙 が 移動 させ る 。 


CHARACTER Profile 


O 因縁 キャ ラ 

宮本 武蔵 

eng 姫路 城 に 棲み つい た 妖怪 に 手 を 焼い て いた と き 、 

宮本 武蔵 が 滞在 し た お 陰 で 、 妖 怪 が 逃げ て 行っ た と の こと 。 


刑部 姫 「 い や 、 そ 、 そ の 節 は どう も ……。 BN? この 人 男 だ っ た っ け 女 だ っ た っ つけ? まあ どっ ち に し ろ 怖 い ! 笑顔 の 
圧 が 強い 

FEE 

雨 ち い の 呪 具 (初音 の 鼓 ) の 所 有 者 で あっ た 義経 は 、 

その 鼓 に 使わ れ た 親 を 想っ て つい て きた 源 九 郎 狐 と いう 狐 を 悩 れ に 思い 、 鼓 を 差し 出し た 。 


感極まっ た 源 九郎 折 は 、 こ の 後 義経 を 幾度 か の 危 難 か ら 救っ た と 伝え られ て いる 。 
そし て この 源 九郎 狐 こそ 、 刑 部 姫 の 弟 で ある と も 。 


刑部 姫 「 い や し か し 、 カ ル デ ア に いる 和牛 若 ちゃ ん を 見 る 限り こう …… 「 雨 ちい な ん て 源氏 的 に どう で も いい か ら 、 そ こ 
の 狐 に くれ て や っ た 』 感 が ……」 

02191 [BERETA] KU) 

清 姫 

玉藻 の 前 を 通じ て 知り 合っ た 。 

「 歳 は 向こう が 上 で も 自分 の 方 が 姫 と し て 格 上 、 恐 れる 必要 は な い !] と 胸 を 張っ て いた が 、 そ の あま り の 清 姫 っ ぷり に 
「 き よ ひ 一 、 ば ね ぇ えよ ……」 3911۵ 20 


サー クル 『Princess x 2] を 結 成 、 幅 広い ジャ ン ル で 同人 活動 に 精 を 出し て いる 。 

玉藻 の 前 

「 狐 キャ ラ を 取っ た 取ら な い 元 祖 は こち ら 真 は こち ら 」 の 論争 で 化 生 オン リー 掲示 板 を 混乱 の 渦 に 巻き 込ん だ 論争 は 今 で 
も 語り 草 で ある 。 


この 論争 に 敗北 し た 結果 、 刑 部 姫 は 狐 属性 を 捨て て 急 細 属性 と し て 召喚 され る こと に な っ た の で あっ た ! 


刑部 姫 [ば っ と 見 は 物凄い リア 充 っ ぽい ん だ けど 、 姫 的 に は どこ か 半端 に 抜け て る と いう か 、 
お し ろ 余 計 に 巨大 か も の を 背負 っ て いる せい で 微妙 に 残念 な 雰囲気 を 漂わ せ て いる 気 が す る な 一 強 すぎ 偉 すぎ も 考 
え 物 ダヨ ネー……」 

紫式部 

本 物 の 天才 を 前 に する と 手 も 足 も 眼鏡 も 出 な い 。 

あと キャ ラ が 被っ て いる (と 刑部 姫 は 思っ て いる ) 。 

・ 文 系 

・ 陰 が ある 

“眼镜 

・ 日 本 出身 

プリ ン セ スチ ェ ッ ク ・ ヨ シ ! 


それ は それ と し て 、 執 筆 活 動 の 先輩 と し て 尊 薇 し て いる 。 
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Fomment from Illustrator 


[UST BUORMBE] ENFSTETHULSIPTLEBEISNUFEEREHHEDETUIVERELVES, 288 ECO YI 
メン タル で か わい い …… 色 味 は メル 友 勢 を 意識 し た 結果 、 自 然 と ハロ ウィ ン ぽ く な り ま し た 。 個 人 的 に デフ ォ ル ト は 2 
段階 目 で 3 段階 目 は よそ 行き な イメ ー ジ 。 つま り 座 で くつ ろ い で た ら 切 に 呼ば れ た すっ ぴん が 1 段階 目 ……? (森山 大 輔 ) 


EJ 


EL] 
== we 
設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コ ۳0 


BELEGT 


u 一 一 -一 一 
| N Zswerrn:rate/grand < 
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大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 彼 女 を 傷つけ る の は 難し い 。 
否 、 そ も そ も 物 理 的 に 難し い 。 鋼 鉄 な の で 。 


DETER — 


道具 作成 :B 
意外 な こと に 高い クリ エー ショ ンス キル を 有する 。 
マザー ベー ス と し て の 機能 、 武 装 を 生産 する 能力 と 思わ れる 。 
特別 な 日 に は 特別 な 贈り 物 と し て 、 ス ペ シ ャ ル な イン カム を 作っ て くれ る らし い 。 


FAIRE DRA] が 変化 し た スキ ル 。 

鉄 の ドラ ゴン 娘 で ある メカ エリ チャ ン は 特殊 な 撮影 の 力 で 空 を 飛び 、 炎 を 吐き 、 電 撃 を 漏洩 し 、 ミ サイ ル を 放つ 。 その 
在り 方 は まさ に 鋼鉄 の 守護 神 。 

この スキ ル を 使っ た 時 、 本 人 は テー マソ ング が 流れ て し ほし いと 密か に 思っ て いる 。 


が 持つ スキ ル が 変化 し た も の 。 
PRBS EMS TALE HP を 犠牲 に し て NP を 上 昇 さ せる 。 
エリ ザ 研 究 家 の R 氏 曰く 、「 ど う 見 て も 自爆 の 前 フリ で す よね ぇ !?] 


世界 と 自身 を 守っ て いた 防御 フィ ー ル ドー 一 
身 に 纏っ た エリ ザ 粒 子 を 解除 し 、 そ の 本 性 を 現す 最終 形態 。 
見 た 目 は 変わ ら な い が 尻 尾 と か 多分 超 熟 い 。 


に 乗っ た メカ エリ チャ ン を 呼び 寄せ 、 瑞 対象 に 特攻 させ る 魔 の 宴 。 


最後 に は 百 機 の メカ エリ チャ ン が 合体 し 、 巨大 な 槍 と な っ て 疫 は ひど いこ と に な る 。 = 
別 の 世界 観 で は [超人 姉妹 同盟 ] と も 。 
Lt “| (FateGO」 で は 使用 され な い ) / 
mo 
に RI ヒコ に 


プレ スト ぜ ロ ・ エ リジェ ー ペ ト 


プレ スト ゼロ ・ エ リジェ ー ベ ト 。 

メカ エリ チャ ン の 全 兵 装 を 一 個人 に 叩き 込む お 、 ま さ に アル ティ メッ ト ・ プ ライ ベー ト ・ ラ イブ 。 

本 来 な ら 対 軍 に 使う も の を 個人 に 使う と いう 暴挙 。 フ ェ イ ス オ ー プ ン は し な い 。 

最後 の ブラ スト ヴォ イス は ビー ム 兵 器 に 見 える が 、 た だ の 騒音 。 内 部 の ドラ ゴン ラン グ (Bit) を 最大 出力 で 解放 し た 余 
波 で ある 。 

ラン グ は 空間 圧縮 に より 東京 ドー ムー つ 分 の 空間 反響 を 持ち 、 チ ェ イ テ 城 と いう は ア ンプ が な く と も エリ ザ ベ ー ト ・ バ ー 
トリ と 同 レ ベル の 破壊 音波 を 生み 出す の だ 。 


(融通 の きか な い ) 正義 の サー ヴァ ント 。 

エリ ザ ベ ー ト と 真 逆 の 属性 、 秩 序 ・ 療 は 伊達 で は な い 。 

基本 的 に クー ル で 思慮 深い 。 

直情 的 で は な く 、 物 腰 の 落ち 着い た 費 族 の 令嬢 。 ロボ な の に エリ ザ ベ ー ト より 優雅 (エリザベート が 持つ ノリ ツッコ ミ 
・ ボ ポケ 気質 は ほぼ な い ) 。 

滅多 に 声 を 荒 ら げ た り は し な い が 、 悪 を 前 に する と 独善 支配 者 モー ド に な り 、 厳 し い 叱責 を する 。 

城 の 守護 神 と し て の 在り 方 故 か 、 自 分 の ルー ル に 反し た 者 は な ん で あれ TE) と 断じて 攻撃 し て し まう 。 

(本 人 は 電子 頭脳 が [人間 の 矛盾 性 ] の 処理 に 時 間 が か か る た め 、 教科 書 的 に 「 悪 いこ と 」 を し た も の を 宮 し て し まう の で 

は 、 と より 深刻 に 悩ん で いる が 、 口 に し な い ) 

叔 逆 者 に も 、 犯 罪 者 に も 事情 が ある 。 

情状 重量 の 余地 は ある と 知性 で 考え る メカ エリ チャ ン は 、 

そん な 自分 の 独善 的 な 思考 回 路 に 不満 が あり 、 改善 し な けれ ば と 悩ん で いる 。 単なる 良い 子 だ っ た 。 

鋼鉄 の 顔 な の で 分 か り づ らい が 、 と て も 頑張 り 屋 。 

貴族 (領地 を 守る も の ) と し て [少女 と し て の パー ソナ リティ 」 を 押し 殺し て いる が 、 ご く 稀 に 、 信 頼 で きる マス ター に 
は 少女 らし い 微 笑み 照れ 顔 を 見 せる 。 

(エリ ザ ベ ー ト が 「 残 酷 な 少女 と 残忍 な 領主 が 混在 し た 性 格 だ と する と 、 メ カエ リ チ ャ ン は 『 厳 格 な 少女 が 、 冷 徹 に 
主 を 務め て いる ] も の と する ) 


自分 が ゴー レム (メカ ) で ある こと を 正しく 認識 し て いる 。 

パッ ショ ン リ ッ プ や メル トリ リス 同様 、 自 分 の 人 格 の 元 で ある エリ ザ ベ ー ト ・ パ バート リー を オリ ジ ナ ル と し て 尊重 し つ 
つ 、 嫌っ て いる 。 

エリ ザ ベ ー ト に は 「 領 主 に は 私 の 方 が 相応 し い ] と ダメ 出し し 、 撃 退 を 図る 。( 殺 し た い 訳 で は な い ) 

エリ ザ ベ ー ト が 理想 の 城主 に な れ ば 否定 する 理由 は な く な る の だ が 、 エ リザ ベー ト は 無 牽 の 怪物 と し て の み で し か 成立 
し な い サ ー ヴ ァ ン ト な 為 、 そ ん な 時 は 永遠 に 来 な いと 理解 し て いる 。 

同じ 理由 で カー ミラ も ダメ 。 カ ー ミ ラ は 性 格 的 に は 理想 の 城主 な の だ が 、 吸 血 加 と し て の 在り 方 が アウ ト 。 


as BLLUPA—b + ۱۲-۱ ار‎ 110218 01001211762120 

いや 、「 女 性 は 美しく な けれ ば 価値 が な い ] と いう 圧力 か ら 守 っ て くれ る 何者 か が いた の な ら 、 チ ェ イ テ 城 の 歴史 は 変わ 
つた だ ろう 。 

この アル ター エゴ は 、 そ ん な 「 も し も 」 が カタ チ に な っ た も の な の か も し れ な い 。 


[好き な も の ] は 問題 の な い 支 配 体制 。 美 し い 鉄 三 即ち 自分 。 信 頼 で きる パイ ロッ ト 。 
「 嫌 いな も の 』 は 無責任 な 領主 。 働か な い 買 族 。 暴走 し た 自分 。 こ の 世に 存在 し な いと は 思わ れる が 、 タ コ 型 ロボ ッ ト 。 


ACTER Profile 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

は じ め は マス ター を 姫路 城 を 破壊 する 敵 (エリ ザ ベ ー ト ) の 味方 を する 悪人 と 認定 し て いた が 、 共闘 に よっ て その 誤解 は 
解 か れ た 。 

メカ エリ チャ ン に と っ て 、 自 分 の 国 で も な い の に チェ イ テ 城 を 守 ろ うと し た マス ター は 、 

「 廊 民 に し て は 信頼 で きる 正義 の パイ ロッ ト ] 候補 生 に な っ た の で ある 。 


ご き げ ん よう 、 侵 略 者 の 皆様 が た 。 私 は この チェ イ テ 城 の 主 に し て 守護 神 。 

正義 の 魔 嬢 、 メ カエ リ チ ャ ン 、 と お 呼び くだ さい |」 

私 の 正義 は 重厚 よ 。 こ の 通り 、 鉄 だ も の ] 

法 は 厳格 か つ 冷 徹 で な けれ ば いけ ませ ん 。 こ の 私 の よう に 」 

それ 以上 進 お の な ら プ レス 機 を 準備 し ます 。 敵 は 処刑 する も の 。 な ん の 手 心 も 、 恩 情 も 加え な いわ ] 
pi か ぼ ち ゃ は 、 お 好き ?] 

いい 返事 で す 、 マ スタ ー。 理性 的 な お まえ を 、 私 は 好ま し く 思 いま す ] 

正義 の 鉄 棚 を 与え ます ! 鉄 だ も の 、 当 た れ ば 木 っ 端 微塵 と 知り な さい 

我ら は 鋼鉄 の サー ヴァ ント 、 メ カエ リ チ ャ ン 。 銃火 と 雷光 を 以 て 、 お まえ の 身 を 守り ます ] 


あり が と う 。 で も 気 に し な いで 、 マ スタ ー。 
私 は 何 も 傷 つき ませ ん 。 こ の 通り 、 鉄 で す の で ]」 
(最終 話 「 紅 の 別離 特攻 の メカ エリ チャ ン ]」 KV) 


(SARS RAAB. 35۳50 
チェ イ テ 城 を 守る 鋼 の 守護 神 、 こ こ に リフ ト オ フ !」 


人 類 の 科学 は つい に ここ まで 来 て し まっ た の か ……!? 

いや 違う 、 別に 科学 は 関係 な か っ た 。 

度 重なる 異変 に 襲わ れ た チェ イ テ 城 は 、 つ い に 最 終 兵器 を 繰り 出し た 。 
それ は 名 も 無き 賢者 が 残し た 遺産 。 

チェ イ テ 城 の 定休 と し て 地下 に 仕舞 われ て いた 宝物 。 

物 言 わ ぬ 等 の 守護 像 は 、 

何 度 も 何 度 も 聖杯 を 拾っ て は 失敗 する 鮮血 魔 嬢 の 姿 に 

呼応 し 、 つ い に 守 護 神 と し て 覚醒 し た 。 


その 名 は アル ター エゴ ・ メ カエ リ チ ャ ン 。 
領主 の 心 に 目覚 の た 、 ち ょ っ と や りす ぎ な 正義 の 魔 娠 で ある 。 


o 


[ 魔 の ビル ドク ライ マー 姫路 城 大 決戦 | で 登場 

チェ イ テ 城 で の み 聖 杯 に よっ て 変化 ・ 分 裂 ・ 統 合 な ど を 繰り 返し た エリ ザ ベ ー ト だ が 、 そ の 過程 漏れ た エリ ザ 粒 子 が 
チェ イ テ 城 の 守護 像 と 融合 、 奇 貴 の 人 造 英霊 と し て 誕生 し た 。 

刑部 姫 の 「 永 速 に 引き 籠 も っ て いた い ] と いう 私 利 私 欲 を 城主 失格 と し て 断 じ 、 

エリ ザ ベ ー ト は そもそも 城主 の 資格 の な い 外 英 と 断 じ 、 

特異 点 チ ェ イ テ ビ ピラミッド 姫路 城 を 支配 する ボス と し て 君 際 。 プ レイ ヤー た ちと 死闘 を 繰り 広げ る 。 

倒さ れ た 後 は 潔く 敗北 を 認め て 機能 停止 する も の の 、「 味 方 に は なつ て ほし い 』 と いう マス ター の 交渉 を 受け 入れ 、 真 の チ 
エイ テ の 守護 者 と し て 再起 動 し た 。 

II 号機 と は 相反 する 思想 パタ ー ン を 持つ ライ バル で は ある が 、 姉 妹 機 と し て の 愛情 も 深い 。 

メカ エリ チャ ン と 号機 は 同時 に は 存在 で き な い 。 

どちら か が チェ イ テ 城 に 残り 、 ど ご ちら か が カル デア に 決戦 兵器 と し て 駐在 する 運命 に ある 。 


ちな み に 、 パ レン タイ ン イ ベン ト の 最後 、 マ スタ ー が 伝え た 最初 の 命令 は 
「 じ ゃ あ 、 こ れ か ら チ ェ イ テ 城 に 遊び に f 


O 聖杯 に か ける 望み 
自分 が 領主 に な る こと … 
見 守る こと が 望み 。 


だ と 思わ れ が ち だ が 、 実際 は [理想 0 领主 | が 現れ 、 自分 は その 土地 の 守護 神 と な っ て 未 永く 


な の で マス ター が 理想 の 領主 に な っ て くれ れ ば いい し 、 エ リザ ベー ト が 何 か の 奇 貴 で な っ て くれ る な ら も っ と いい 。 


O 88473 

アヴィ ケ ブ ロ ン 

あま り に も 偉大 な 先達 。 雑誌 『 紀 刊 ゴ レ ム 通 信 1 1 号 すべ て の ゴー レム は 道 を 譲れ ] は メカ エリ チャ ン の 宝物 で ある 。 
エリ ザ ベ ー ト ・ パ ー ト リー 

永遠 の 城主 失格 者 で は ある が 、 一 時 で あれ 、 良 き 統治 者 に な る の で あれ ば それ を 谷 め は し な い 。 

アイ ドル の ライ ブ は 城主 と し て 恥ず か し いと 感じ る が 、 ス テー ジ を 照ら す ラ イト アッ プ に は 心 躍る も の が ある 。 

刑部 姫 

考え て みれ ば 城主 で も な けれ ば 統治 者 で も な い の で 、 処 罰 し よう と し た の は や や や りす ぎ だ っ た と 反省 。 デザ イン と し 
て の 銃器 の 美 し さ を 知る 数 少な い 英 霊 で ある と 判明 し 、 再 評価 の 流れ 。 で きれ ば 装備 の デカ ー ル な ど 発 注 し た い 、 と 思 
う メ カエ リ チ ャ ン な の で あっ た 。 

謎 の ヒロ イン XX 

同じ 特撮 系 と し て シン パシ ー を 抱く も 、 ジ ャ ン ル が 違う の で 友 に は な れ な い 。 

VS シリ ー ズ で し か 繋が れ な い 関 係 。 
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APLUF M2222 77100077277? メカ 描い た 経験 も そもそも 知識 も な い ゆ え 、 かなり 手探り で は あり まし た 
が 、 新 鮮 で すご く 楽 し か っ た ~~~! 顔 は も っ と 最初 ザ が < ロボット て 感じ だ っ た ん で す が 普 通 に か わい いや つ で と いう 
リテイク 頂い て か わい く な り ま し た いざ (な っ た は ず ) 怪獣 映画 の ポス ター みた い に 立 ち 絵 に 文字 が 入れ られ て 満足 …! ( ワ 
ダ ア ルコ ) 


¥ 
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AALUF yVISE)\ ام‎ 

3 \ 
EER アル ター エゴ EI -14Y2 TUMOR 
EH] at Fate “GO ハロ ウィ ン ・ ス トラ イグ ۳ 
EE 監獄 城 チ ェ イ テ Der EM ۱5620 a 


۲۳2۰ EA» EE: ۲۵42 EM: | 


設定 作成 奈須 きのこ キャ ラフ ター デザ イン : ワダ ア 有 | 
CV: XAG 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 7 


DARA, 

y | y 
魔術 発動 に お ける 詠 | 以下 の も の を 無効 化す る 。 ーー 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 彼 女 を 傷つけ る の は 難し い 。 PS 
否 、 そ も そ も 物 理 的 に 難し い 。 鋼 鉄 な の で 。 ~ 


- - = Ta 
道具 作成 :B ence N 
意外 な こと に 高い クリ エー ショ ンス キル を 有する 。 
マザー ベー ス と し て の 機能 、 武 装 を 生産 する 能力 と 思わ れる 。 
特別 な 日 に は 特別 な 贈り 物 と し て 、 操 終 者 を 守る シー ト ベ ルト を 作っ て くれ る らし い 。 
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REDEEM] が 変化 し た スキ ル 。 
銀 の 魔 城 で お る メカ エリ チャ ン 1 5821577131832007 0227780۳ NEUE, BRERMAL. = 
在り 方 は まさ に エリ ザ VS メ カエ リザ 。 
この スキ ル を 使っ た 時 、 本 人 は 悪役 っ ぽい テー マソ ング を 流す べき だ と 考え て いる 。 


が 持つ スキ ル が 変化 し た も の 。 
PRBS LMS TALE HP を 犠牲 に し て NP を 上 昇 さ せる 。 
ロボ 研究 家 の M 氏 日 く 、「 め れ 、 バ パッ テリ ー 漏 れ じ ゃ な いか ネ ?] 


世界 と 自身 を 守っ て いた 防御 フィ ー ル ドー 一 
身 に 纏っ た エリ ザ 粒 子 を 解除 し 、 そ の 本 性 を 現す 最終 形態 。 徹頭徹尾 の 戦争 (ウォ ー ズ ) モー ド 。 
使用 後 の 決め 台詞 は 「 や っ ぱり サカ ナ ば っ か り 食 べ て いる 怪獣 (ヤツ ) は 駄目 ね ] 


メカ エリ チャ ン 号機 の 本 体 、 メガ フレ ー ム と 
人 類 の 敵 に な っ た 時 し か 使え な い 、 と いう 謎 の 取り 決め が ある た め 、 マ スタ ー を 得 た 状態 で は 使用 され な い 。 
この 状態 の メカ エリ パン チ は 宇宙 か ら 降っ て くる 妖星 すら 食い 止め る と いう 。 


プレ スト ゼロ ・ エ リジェ ー ペ ト 


プレ スト ゼロ ・ エ リジェ ー ベ ト 。 

メカ エリ チャ ン の 全 兵 装 を 一 個人 に 叩き 込む お 、 ま さ に アル ティ メッ ト ・ オ ン リ ー ワ ン ・ デ ス メ ド レー。 

1 号機 は 歌 に 否定 的 だ が 、I 号機 は ハロ ウィ ン 事 件 を 経て 歌 の 有効 性 を 認め て いる 。 

し か し 、 ミ サイ ル を バラ ー ド に 、 レ ー ザ ー を ブル ー ス に 、 パ ルカ ン 掃 射 を アン ビエ ント に 捉え て いる あたり 、 音 楽 の 常 
識 は 通常 の それ と 異な る 。 


I 号機 は 否定 し て いる も の の 、 そ の 思考 基 器 は エリ ザ ベ ー ト ・ バ パー トリ と 同じ も の 。 
II 号機 は 持ち 前 の 知性 と フー ル さ で エリ ザ 力 を 封じ て は いる も の の 、 最 大 出力 で 暴れ る この 時 だ け は 、 稀 に 封 還 し て い 
た 本 性 が 出 て し まう よう だ 。 


EHA 5۵ あな た ノ 人 間 ノ OO (呼び 捨て ) BE 511:1:5/00 WORT) 
(は じ め は ) OO (呼び 捨て ) Y (契約 する と ) マス ター ン パ ー ト ナー 


メカ エリ チャ ン の TI 号機 。 
1 号機 は 領主 と し て の 属性 が より 強く な っ た も の だ が 、 こ ちら は 「 守 護 神 ] と し て の 属性 が より 強く な っ た も の 。 人 の 理 
より 神 の 理 で 動く 。 

領主 と し て の 聡明 さ 、 話 せ ば 分 か る 感 は 失わ れ 、 ひ た すら 人 類 (外敵 ) に 対し て 無慈悲 な 防衛 機構 と し て 振る 舞う 。 
美貌 を 保つ た め に 少女 の 血 を 浴び る 、 と いう 独 奇 思考 は な く な っ た も の の 、 そ の 嗜虐 性 、 残 酷 さ は 確実 に 受け 継い で い 
る 。 


メカ エリ チャ ン と 呼ば れる の を 嫌い 、 た だ [1 号機]」 と だ け 呼ば ば せる クー ルガール 。 

人 間 を 見 下 し て お り 、 人 間 は あく まで 国 (領地 ) を 彩る パー ツ で あり 、 逆 ら う の な ら 力 ずく で 管理 する 、 と いう の が モッ 
トー。 
ê と は いえ 、 そん な 自分 の 思考 回 路 が 領民 た ち に と っ て 問い も の で は な いこ と も 理解 し て いる た め 、 決し て 自ら を IE 
き 法 | と は 名 乗ら な い 。 
人 に と っ て の 悪 と し て 、 領 民 た ちの 生活 を [善き も の 』 と し て 支配 する 。 
人 間 嫌 い の 素顔 の 下 に は そん が 1 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
銀 一 色 の 自分 を 選ん だ 物好き な 人 間 、 と 思っ て いる 。 

I 号機 は 自身 の 美 し さ に 一 片 の 疑い も 持っ て いな い が 、 人 間 の 美的 セン ス は 単色 より 多 色 を 好む と 知っ て いる か ら で あ 
る 。 

自分 と 同じ 美的 感覚 な の か 、 そ れ と も 、 違 う 美的 感覚 の 上 で 自分 を 選ん だ の か 。 

どちら に し て も 号機 に と っ て は 同じ こと 。 

この 地上 で た だ ひと り の 、 希 少 存 在 。 


オ サ カ ベ ヒ メ 。 私 も 暇 で は あり ませ ん 。 聖杯 を 持つ 者 が あな た で ある 以上 、 手 早く 済ま せ た い の で す が ] 

Gee: 頭 の 悪い 男 ね 。 プ ッ 飛 ば され る の は あな た の 方 よ 。 

実力 差 を 肌 で 感じ 取れ な い の な ら 、 そ の 骨 を 砕い て 教え て あげ る 。 

私 は 理想 の 領主 あな ん て も の に 拘っ た I 号機 の よう に 甘く は な いわ 。 

教え て あげ る 。 I 号機 の 称号 は 、 二 倍 残 酷 、 と いう 意味 だ っ て 」 

徹底 し た 管理 が お 好み ? な ら 、 私 の 得意 分 野 よ 」 

うる さい ブタ ども 。 実弾 で 黙ら せ て あげ る ]」 

胸 一 胸部 装甲 を 出せ 、 で すっ て ……!? 

何 を 考え て いる の !? 

趣旨 は 理解 で きる わ 。 ラ イプ ラリ に ある か ら 。 で も 、 そ うい うこ と は 、 も っ と こう …… ム ー ド が ある 場所 じゃ な いと 


暴走 は メカ の 華 よ 。 そこ だ け は 譲れ な いわ ] 
I 号機 を 選ば な か っ た の ね 。 私 が いう の も な ん だ けど ゲテモノ 好き ? それ と も 趣味 が レト ロ な の か し ら 。 Sule 


(HECTEBORE. 令嬢 と は か く あ る べし 。 
Tz. AMARO RO RENNES] 


混迷 極まる ハロ ウィ ン に 現れ た 、 も う 一 機 の 怪 サ ー ヴ ァ ン ト 。 
その 外見 は メカ エリ チャ ン と 類似 し て お り 、 宝 具 も メカ エリ チャ ン と うり 二 つ で 、 ス キル も パラ メー ター も ぴっ た り 同 
じ 。 

この 奇妙 な 待合 は 一 体 な に を 示 し て いる の か ……s 

エリ ザ ベ ー ト 種 の 中 で 最も 質 く 、 ま た ヒロ イン 力 が 高い と いう 話 だ が 、 果 た 


… 上 忠告 し て お くけ ど 。 コ ン パ チ と 言っ た ら 殺 すか ら ]」 
o 


「 魔 の ビル ドク ライ マー 姫路城 大 決戦 | で 登場 。 

中 朋 か ら 姿 を 現し た 真 の ボス 。 

無慈悲 だ が 根 が 善良 な | 号機 は 刑部 姫 の 真意 を 見 抜け ず 失 墜 し た 。 

II 号機 で ある 彼女 は 刑部 姫 の 本 性 を 見 抜き な が ら も 義 慎 を 持つ こと も な く 、 冷 徹 に サー ヴァ ント と し て チエ イ テ 城 の 管 
理 と 、 ハ ロウ ィ ン の 支配 に 乗り 出し た 。 

I 号機 に と っ て は 刑部 姫 も カル デア も 同じ も の 。 

チェ イ テ 城 を 永続 させ る 為 の "外部 か らき た 、 聖 杯 を 持っ た 道具 "で し か な か っ た 。 


領主 コピ ビー の 1 号機 と 違い 、L 号機 は 完全 に 守護 像 と し て 作ら れ て いる 。 い わ ば チェ イ テ 城 の 防衛 機構 その も の だ 。 
姫路 城 の 背後 に 現れ た メガ フレ ー ム (巨大 メカ ) が 本 体 だ が 、 あ ちら は 消費 魔力 が 膨大 な た め 、 ま と も に 動く の は 両手 だ 
け で ある 。 

クー ル か つ ク ルー エル な 悪役 と し て 登場 し た が 、 結 果 は ご 存じ の 通り 。 

結局 の と ころ エリ ザ ベ ー ト な の で 、 自 分 に か まっ て くれ る マス ター に は 心 を 許し て し まう 。 あい か わら ず (サブ ) ヒロ イ 
he 


O 因縁 キャ ラ 

チャ ー ル ズ ・ パ ベッ ジ 

あま り に も 美しい 。 特撮 社交 界 の 永遠 の プリ ンス 。 

雑誌 「 紀 刊 ゴ レ ム 通信 19 号 数 学 の 名 の 下 に 決 ら 罪 な し 」 は 号機 の マス ト ア イ テ ム 。 

「 タ コ み た いで …… ち ょ っ と ……| と 卿 の 美 し さ を 認識 で き な い | 号機 の セン サー は 故障 し て いる と 主張 。 
エリ ザ ベ ー ト ・ バ ー ト リー 

永遠 の 城主 失格 者 で は ある が 、 一 時 で あれ 、 良 き 統治 者 に な る 可能 性 を 見 せ た こ と に 驚き 、 そ し て 少し だ け 和 嬉し い 。 
いつ か 、 歌 を 超 音 波 兵 器 と し て ファ イナ ルウ ォ ー ズ する 時 を 夢見 て いる 。 

キン グ プ ロ テア 

プロ テア が 怪獣 を 自称 する 以上 、 避 け て 通れ な い ラ イ バ ル 。 

メカ 系 怪獣 に は 競争 意識 を 持っ て あたり 、 動 物 系 怪獣 に は 嗜虐 心 を 持っ て あたる 。 

が お ーー、 が お 一 、 と 貴 く 怪獣 に ミサ イル の 雨 あ られ を 降ら せる の は メカ 系 の 本 懐 な の だ と か 。 
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魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 


豊和 本 の 携 宴 は 女神 へ カテ を 讃え る "祭壇 "と な る 。 


UN ی‎ 
魔力 を 帯び た 器具 を 作成 で きる 。 
生死 を 司る 女神 へ カテ 直伝 の 薬 術 は 使用 者 に 敬 く べき 変異 もたらす 。 


呪文 ・ 魔 術 回 路 と の 接続 を せ ず と も 魔術 を 発動 ご せら れる 。 
神代 の 力 持 つ 言葉 は 、 現 代 人 に は 発音 で き な い 。 


0773 


RRCISRRICESASNUCRNYOTE. 
船乗り た ち を 豚 へ と 変え て し まっ た 御馳走 こそ が キュ ケ オ ー ン 。 


r 出航 の 助言 


魔女 の 向 明 を 展 れ 、 そ し て 女神 の 愛 を 知る 者 の 旅立ち に は 、 苦難 を 乗り 越え る た め の 有 益 な 助言 を 授け る 。 。。 


宝 具 


ょ タッ w・ ビ クレ ッッ 
禁断 な る 狂 宴 
Ea 
メタ ボ ・ ピ グレ ッ ツ 。 

召喚 の 固有 結界 。 

豪勢 な 酒宴 空間 に 招 か れ た 無粋 な 輩 は 、 魔 女 キ ルケ ー の 愛 豚 "ピグ レッ ト " に 忠 踊 され る 。 


愉快 で 騒が し く 、 は ち 切 れる ほど 満腹 に な る 恐る べき 魔術 の 宴 。 法 悦 の 味 を 覚え た 者 は 、 み ず か ら 進 ん で 愛 豚 に 忠 ち る 
を 望む 。 


O 性 格 
好き : 自分 を 頼り し に こし て くれ る 、 欠 点 の ある 人 間 の 男性 。 2538 4+ 2 2-2۳7 عطاقت‎ 9 SCL. 
嫌い ۰ 男性 に 飽き られ た り 、 一 方 的 に 護 ら れる こと 。 


理知 的 な が ら そ の 言動 は 魔女 らし くど こ か 振り 切れ て いる 。 

甲斐 甲斐 し く 客 人 を も て な すこ と を 好む 。 

誰 に で も 物 頂 じ せ ず 、 飾 ら な い 態 度 で 接する が 、 そ の 一 方 で どちら か と いう と 内 向 的 で 独占 欲 が 強い 。 押し に 弱く 、 流 
され や すい 。 


短い 時 間 で あれ ば 無害 だ が 、 つ き あ い を 深め る と 、 と た ん に 距離 を つめ て 愛情 が 重く な る 。 愛 し て 疎 ま れ た 相手 は 多々 
あれ ども 、 み ず か ら 別 れ を 望ん だ 相手 は 一 人 も いな か っ た 。 彼 の 英雄 オデ ュ ッ セ ウ ス た だ 一 人 を 除い て は 。 

ホメ ロス も 讃え た 自慢 の 美しい 回 を 、 あ る 時 期 か ら ば っ さり と 短く し て し まっ た の は 、 彼 女 を うち の めす 手痛い 失恋 を 
経験 し て か ら 。 


男性 の 悪口 は 言わ ず 、 最 大 限 に か ば い 好 意 的 に 受け 止め る 。 それ で も 言う べき 場面 で は 、 魔 術 を 大 胆 に 行使 する 。 
女性 に 対し て は 基本 的 に ドラ イ で 無関心 。 名 前 すら 記憶 し て いな いこ と も し ば し ば 。 それ で も 相談 すれ ば 私 情 を 挟ま ず に 鋭 
い 見 解 を くれ る の で 、 逆 に つき あい や すい 、 と い 。 気 の 合う ご く 一 部 の 女性 に だ け 、 時折 弱 音 を て ぼ す こと が ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 
自身 が サー ヴァ ント で ある と 良く わき まえ る 。 そ の 忠誠 心 に は マス ター の 人 性別 な ど は 影響 し な い 。 
魔術 の 業 と 知識 を 頼ら っ れる こと に 、 安 培 と 喜び を 覚え 、 甲 斐 甲斐 し く 尽く す 。 

絆 が 深 ま れ ば 、 戸 惑 い つつ も 、 愛 と 自由 を 求め る よう に な る 。 


O 台詞 例 

TERN Bid 全部 理解 し た よ ! きみ も ピグ レッ ト に な り た いん だ ね 

「 な ん だ っ て する し 、 耐 えら れる ん だ 。 一 緒 に 居 て くれ さえ する な ら 。 だ か ら …… 行 か な いで …」 

[魔術 以外 で 得意 と いっ た ら 、 歌 と 機織り か な 。 あ と は も ちろ ん 料理 の 腕 ご 。 そう 、 へ スティ ア ほ どじ ゃ な い が 、 こう 見 え 
て 私 は 家庭 的 な ん だ よ ? RICKY (OP) の 中 で こそ 有 能 な …… 何 が お か し いん だ い !? 豚 に する ぞ ! 豚 に する ぞ ーッ 
「 聖 本 か ……。 叶 わ め ぬ 願 いこ そ 、 こ の 魔女 キル ケー と いう 存在 を 形作っ て いる …… と 言っ た らき み は 笑 うか な ] 
[ABLE !?| 「 キ ュ ケ オー ン を お 食べ ?] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ホメ ロス の 叙事詩 「 オ デュ ッ セ イア ] な ど に 登場 する 。 

アイ アイ エー 島 に 暮らす 神話 に 名 高き 魔女 。 

詩 や 絵画 の 主題 と され る 魔女 、 と いえ ば 彼女 を 指す ほど キル ケー は 魔女 の 代名詞 的 な 存在 だ っ た 。 

本 来 は 女神 へ カテ の 系 譜 に つら な る 月 と 愛 を 司る 女神 。 

島 を 訪れ た 人 間 の 男 を 御馳走 で も て な し 歓待 する が 、 飽 き て し まう と 獅子 や 狼 、 豚 と いっ た 動物 に 変え て し まう 。 
兄 は アイ エー テス (メデ ィ ア の 父 ・ コ ルキ ス 王 ) 。 妹 は パー シ パ エー (アス テリ オス の 母 ・ ク レタ 王 ミ ー ノ ー ス の 妻 ) 。 


(69/952 رز‎ 212۱573921051715 DI 51۱/219212. THD 221218575385 L 54857۱ PRED UT. 302 
女 ス キュ ラ を 怪物 へ と 変え て こし まっ た 。 こ の スキ ュ ラ は 後に オデ ュ ッ セ ウ ス の 六 人 の 部 下 を 食らっ て いる 。 


英雄 オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 故郷 へ の 帰還 の 途中 に アイ アイ エー 島 に 立ち 寄り 、 キル ケー の 毒 入り の 麦 皆 を 勧め られ る が 、 へ 
ル メ ス の 加護 を も っ て その 魔法 を 破っ た た め 、 特 に 彼女 か ら 気 に 入ら れる 結果 と な っ た 。 オデ ュ ッ セ ウ ス が 立ち 去る 際 
に は 、 旅 の 苦難 を 避け る 有益 な 助言 を 彼 に 与え て いる 。 


O ۲۴۵۱۵۵۵۱ 8 

女神 へ カテ より 伝授 され た 薬 術 を さら に 追究 し 、 さ ま ざ ま な 効能 の 魔法 薬 を 調合 する 。 
巡 の メデ ィ ア の 幼き 頃 (つま り メ ディ ア ・ リ リィ ) の 魔術 の 習得 に 助力 し た 。 

オデ ュ ッ セ ウ ス と の 選 近 の エピ ソー ド の 他 に 、 英 雄 イ アソ ン が 率い る アル ゴ ノ ー ツ を アイ アイ エー 島 に 迎え 、 呪 われ た 
アル ゴー 船 の 税 ざ に 手 を 貸し た こと も ある 。 

* 鷹 の 魔女 "の 異名 は 、 父 の 太陽 神 ヘ ー リ オス と 、 魔 女 の 力 の 頭 れ を 評 し た (MOSS! IC 


RT Bo 
O 通常 武器 
へ カテ の 杖 か ら の 自在 な 魔力 投射 。 


非 戦闘 時 に は 魔法 薬 で 変異 の 方 向 性 を 決定 し 、 杖 か ら 必 要 な 魔力 を 注ぐ 工程 を 経る 。 
空間 を 変質 さす る ほど の 猛 専 を 満た し た 金 息 を 振り か ざし 、 神 話 の 怪物 を 召喚 する こと も 。 


O 883 

メデ ィ ア 

カル デア に いる きみ は 、 少 な く と も 不幸 せ で は な さそ うだ 。 
いい 女 に な っ た よ な 。 

as う ぇ ? 敗北 拳 ん ん !? そん な の 教え た こと な いよ ! 
メデ ィ ア ・ リ リィ 

魔 改造 っ て さ …… 魔 神 柱 を 改造 する 意味 だ つけ ……? 

アス テリ オス 

あの 妹 か ら こ ん な 素直 な 子 が …… ま さ に 神 の 悪戯 だ 。 

ああ も う 伯 母さん と 呼ん で も いい けど ! 人 前 で は や め ろ 一 ! 
POAT 

森 の 姫 サ マ だ 。 女神 へ カテ と 女神 アル テ ミ ス は 近しい 間柄 で も ある し 、 親 近 感 が 湧く の か な 。 
男性 に 頼ら な い 生き 様 が 、 ス カッ と し て て 最高 だ 。 

イア ソン 

彼 を 見 て いる と 、 英 雄 の 真 の 強 さ と は 何 か 、 深 く 考え させ て くれ る 。 
英雄 の 欠点 の 博覧 会 の よう な 男 だ けど 。 


オデ ュ ッ セ ウ ス 
ペー ネロ ペー 
ae が っ … ぎ っ ぐ ぐ …… に ゆ ゅ に ゅ う ……。 (部 屋 の 隅 で ミジンコ 寝 し て ぷる ぷる 震え て いる ) 


シャ ルル マー ニュ ロー ラン プア スト ルフ ォ ン プラ ダマ ン テ 
いや いや いや 待っ て くれ よ キ ミ た ち 、 私 は その 、 ア ル チ な ん と か っ て 魔女 と は ゼン ゼン 別人 だ か ら さ !? だ いた い 聞 い 
た 感じ スタ イル は 抜群 で 、 し か も 愛人 の 騎士 を と っ かえ ひっ か え だ っ て 言う じゃ な いか 。 そん な 不貞 な 女 と 私 を 間違え 
る だ な ん て …… つ て 「 そ れ も そ うか ] じゃ な い だ ろ 、 そ ん な カン タン に 納得 する な よ ! 本 当 に 失礼 極まりない な 、 こ の 
スカ ポン タン 勇士 た ち は ! 


= 


AA 


| 第 二 段階 


PARRY, 


N 


て た げた 時 


يم 
SER‏ 
Pp e‏ 
pes‏ د 
yA‏ 82 
OBER‏ 
ri nm‏ 
Pa‏ کم 
hyp ae‏ 
و We E‏ 


NEE: 


= 7 5 A AA = ay A 


+ Y 4 2 ye 


の 


A 


ーー 7 


+ 
N% 
Gal 


IZ 
DX 


Ay) 


ment tra: 
キル ケー を デザ イン する の に あたり 服装 は 該当 時 代 に 合わ せ シ ンプ ル に する 代わ り に シル エッ ト で 見 せよ うと 思い まし | | 
た 。 丁度 「 鷹 ] の 要素 も 必要 だ っ た の で 大 き な 羽 根 を 全面 に 一 点 突破 と いう 感じ で デザ イン を 進め まし た 。 一 段階 目 は ポ 
ー ズ も 相まって 身体 全体 を 覆い 腕 が ある の か さえ 分 か ら な いよ うに し た の が ポイ ント で す 。 (#) 
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IIE 


EER ラン ツー EEA 
Egle: 21 See EE 中 国 
EN +2. EN 64m EJ 578 


۱ Ed EB EM) Es Ed) ۸ 


設定 作成 : 星空 め て お ・ 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン : 意 月 タカオ 
CV : vee 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
> 
A 
' A ラ ンク 以下 の 魔術 する 。 
/ ROOT FRONT ITA ETUI, 


EDSON HIB. ACBL DBE He LIC. 
この 肉体 は 同時 に (078) OMPEH USE, Meer THEOREM LTS. 


aR 


ひ そう れい 


KM‏ لست 


ち ひ そ うれ いか せん そう 。 
風 火 輪 の 超 加速 で 空 に 駆け 上 が り 、 文 字 通 り 槍 と 一 体 と な っ て 突撃 降下 する 和 熱 の チャ ー ジ 攻撃 。 
斉 天 大 聖 ・ 孫 司空 と の 決戦 を 想定 し た 虹 ME が 、 ラ ン サ ー と し て 宝 貝 ・ 火 突 槍 の 威力 を 最大 限 に 引き 出さ ん と する 大 技 。 


ん めん ろ っ U 5 せん ヒ ゅ う 


[Bes will 


さん めん ろ っ ぴ ぱ らせん じゅ う 。 

激怒 と と も に 前 世 の 大 羅 仙 の 魂 購 を 身 に 宿 ら せ 、 六 倍 に 巨大 化す る 。 
三 つ の 顔 に 六 本 の 腕 を 持つ 、 多 面 多 皿 の 神 獣 フォ ー ム に 変化 する 。 
すべ て の 腕 に 得 物 の 宝 貝 を 構え て 、 礎 烈 な 攻防 を 繰り 広げ る 。 
(TFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


人 物 


臣 ボク en お まえ だ 主 (マス ター) Ens 彼 / 彼 女 


O 性 格 


口調 は た ど た ど し く 、 ロ ボッ ト 的 で 幼い 雰囲気 。 
仏 に 遣わ され た 使者 と し て 悪 に は 徹底 的 に 厳し く 、 民 衆 に は 公正 で あろ うと する 。 相手 の 善悪 を 直感 的 に 見 極め る 。 
世間 離れ し て いて 、 起 き て いる 事件 の 事情 を 知ら ぬ ま ま に 突 進 し て し まう こと が まま ある 。 
父 の 搭 天王 を 憎み 激しく 対 財 し た 過去 を 悔い て 、 特 に 子供 に は 優し く 接し よう と する 
O マス ター へ の 態度 
と て も 忠実 。 
た だ し 、 邪 悪 な こと に 対し て は 無言 で 首 を 横 に 振る 。 
斎 天 大 聖 と 再会 し 、 REE AD EVIC OE RC B ECS: 
O ARI 
「 サ ー ヴ ァ ン ト ラン サー BE それ だ け 
[la お 日 様 の 匂い が する ] 
態 感謝 AA 
入 式 目 SSA CORR! これ 即ち 火 失 槍 ! Abs! 
(SAUER 結果 当然 …… え へ ん 」 
[TOIBTE, 5۳50 ا‎ 我 が 大 呼 す れ ば 、 肝 降 り 雨 従い 、 天 地 す ら 肛 所 
「 こ の 中 増 元帥 ・ ] I 五行 山 の 岩 獄 で RBROLSE PLANA! 
if | 問答 SE) 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ARES TOMAS. PISTEN - BEAR. 

下界 に 於 いて 凄惨 な 死 を 迎え た の ち に 蓮 の 花 か ら 復活 し た 。 

九 十 六 洞 も の 妖魔 を 討ち 封 ず る と いう 武勲 を 誇る 、 音 天 大 聖 ・ 孫 悟空 の 最大 の ライ バル (と 本 人 は 思っ て いる ) o 


元 は ヒン ドゥ ー 神 話 の ナラ クー パラ と 呼ば れる 下級 神 で あっ た が 、 仏 教 の 守護 神 と し て 中 国 に 伝わり 、 道教 に 取り 入れ 
DN TIER ° BIEAF CR IT 現在 で も 中 国 を 中 心 と し た 東 ア ジア 地域 で 祀 られ 親しま れ て いる 。 


[ 圭 神 演義 | で は 主要 人 物 と し て 登場 。「 西 遊記 ] に お いて も 天界 で 暴れ る 孫悟空 の 討伐 に 駆り 出さ れ た り 、 三 蔵 法師 一 行 
の 旅 を 助け る た め に 天帝 に 度々 遣わ され た 。 


TOTES CISL). 

BLLIDAA ۰ ACRAICK OT, TRAN )اعد 51 11085 با ت1۱‎ ۵ (۵170 
HERO SOS TEE LS EJ eR] Otic. AZRBASTEHSTECMIECHR ERB SA le. 
O TUT NR T53. 


FFF CARE LCS. BRETTEN, SEUCEFERHANDRNAHTEIT (۱۵5 هت 4 را‎ 
WERL, TOLDOS SERDE. PUTENMBOSN, FROMRITECRBPRNCBSE, POR<BE 
に 至っ た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

۳۶۲ 028 2504 ۲21۲5 5 0000101۳31353508 ات7 ۸28 .4851-16 87۰سا‎ 0 > 1۳00۵90 
え が あ っ た 。 

ラン サー と し て 召喚 され た 晃 叱 は 「 西 遊記 に 於 ける 仏教 の 守護 者 と し て の 性 格 を 濃く 帯び て いる 。 自 寄 に 及ぶ 直前 の 、 
残虐 な 性 質 の 路 叩 と し て 召喚 され た な ら ば 、 お そら く は パー サー カー と な っ た こと だ ろう 。 


e ELIT, 2۸22131825۷702 9ات‎ 171185 CH AT EEE DEE ۵۵57085 TUNG. 
つま り 、 DEDEDE. ان 21247160 با 1 مت زا شاج ازع‎ 0 

2 ۶ 6۶۱۳0۵92 MACS AORTA, CAMERON ERAN LIBERE EDO ETA 

な わけ で ある 。 


高速 移動 に は 風 火 輪 。 


何処 に 居 て も いつ も 心 は 旅 を し て いる 。 旅 は いい 。 
on が 、 危険 に 飛び 込む の は あの 者 の 宿命 か 。 …… ハ アァ 。 


吕布 

うま …… ロ ボ ? 呂布 は 呂布 。 う ん 。 
FRE 

ee ウマ ! BTN! 

REK 

ZO BF? 

ETERS EN? 5 ご めん 。 
ロビ ン フ ッ ド 


BUA BE ちゃ らん ぽ ら ん で 頼り な い 。 
で も 背中 くら い は 預け て も いい 。 

アビ ゲイ ル 

あび 一 EBIE5, BUTE そば に いる 。 


CHARACTER Profile 


脚 の 柄 は 
お お よそ の 見 た 目 を 
合わ せ て 頂け れ ぼ CK 


Y 

( = 

メカ … メ カ と は 一 体 …。 最終 的 に は メカ っ ぽい 所 を 足す … く らい で 収まり まし た が 、 当 初 は 逆 関節 を 検討 し て いま し た 。 
し な く て 良かっ た ね ! 弊 カル デア で は 残念 な が ら 宝 具 レ ベル 1 な の で ピッ クア ッ プ 待っ て ます ! 吊 ! AINA) 


Y 
シバ の 女王 
۳۳2۳ キス ター ERA? ( ®) ۳33 => 10++29— 
EN EN ۵۸ PB) sD 
EN +2. E 173m [EA 59ke 


Edo Ac Eo EA: El: EES © 


設定 作成 : EEDTH/F379—FH{Y 加藤 いつ わ 
CV : 佐藤 聡美 


クン AA ON 


陣地 作成 :C 
魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作 リ 上げる 


IZA 
A ラ ンク 以下 ( 
現代 の 魔術 師 で は 、 
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TER Profile 


入り ーッ エニ グマ 8 >、 

KEICHASZIFORRHEN, 敵 に 難題 を 問い か ける (物理 ) 。 

三 体 の 霊 殆 の 名 前 は それ ぞ れ 「 エ ハッ ド | 「 シ ュ タ イム | 「 シ ャ ロッ シュ ]。 

ある 時 、 女 王 は 、 名 高き 賢者 ソロ モン の 知恵 を 授 か ろ うと 、 大 量 の 献上 品 を た ず さ え て エル サレ ム を 訪れ た 。 ソロ モン 
を 試す 三 つ の 謎 掛け は こと ご と く 看 破 さ れ 、 エ ル サ レ ム の 繁栄 ぷり に 女王 は 感服 する 。 女王 は ソロ モン 王 と 互い に 贈り 
物 を 交わ し 、 そ し て 再び 帰路 に つい た 。 


国 彼 / 彼 女 / み な さん 


の ん びり と 穏やか な 物腰 の 楽天 家 。 た だ し 、 お 金 に は と て も が め つ い 。 
ずっ と 以前 の 他人 の 話 を よく 覚え て いて 、 こ こ ぞ 、 と いう 時 に 蒸し 返す 。 


好き な も の : 
安く 仕入れ て 、 高 く 手放す こと (それ は 交易 品 と は 限ら な い ) 。 
きれ いな 香水 瓶 。 ヒ トコ プラ クダ 。 


嫌い な も の : 
死 茂 され た まま の 財宝 や 人 材 。 


身近 な 人 間 の 未来 を 予知 する こと 。 フ タコ ブラ クダ 。 


O マス ター へ の 態度 
マス ター に 対し て は あく まで 契約 上 の 関係 を 重んじ 、 さ っ ぱり し て いる 。 
絆 が 深まり 、 や が て 女王 の 心 に 変化 が 訪れ て も 、 そ れ は ささ や か で 気づき に くい も の と な る だ ろう 。 


O ARI 

この 謎 を お 解き わ そば せ ?] 

出番 で す よ ? WOMB! 

BEN] 食い逃げ ネコ パパ 、 許し ませ ん 

誰 に も 売れ な い モ ノ っ て 、 私 ちっ と も 欲し く な いん で す よ ね え ……」 

は い は こい 、 カ ル デ ア で ラク ダ を 飼い た いで こす 。 ラ クダ 、 か わい いで す よ ^? 怒ら せる と すっ っ げ ぇ 怖い で す よ ぉ 
2] 

ひ わ わ わ …… あ の ぉ ! そろ そろ サー ビス も ふ リ タイ ム 、 終 了 で す よ ?] 

オッ ケー、 ド ルポ ンド ~)] 


デ 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

[旧約 聖書 ( 列 王 記 )」「 新 約 聖書 ] な ど に 登場 。 

エル サレ ム の 南方 に ある 「 シ バ 王国 ] を 統治 し た と され る 謎 多き 女王 。 し か し 、 女王 と 王国 の 実在 を 示す 確か な 証拠 は 一 
切 発見 され て いな い 。 

王国 候補 地 の 一 つ で ある 東 ア フリ カ の エチ オ ピ ア で は 、 女王 は ソロ モン 王 と 結ば れ 、 初 代 皇 両 の 母 と な か っ た 、 と する 壮 
鹿 な 建国 神話 が 残さ れ て いる 。 


۷ 


۷ 


CHARACTER 


ke 
SR 


EREDKSITENSFFERNS, VNOZESYOEY EORBHSZICOVIFEL 5H [絶世 の 美女 で あっ た ] 
と 多く の 伝承 に 残さ れ て いる 。 

確か に 美女 に は 違い な い が 、 ど こ か 残念 な 雰囲気 が 漂う の は な ぜ だ ろう …… 勿 論 わ か りき っ て いる 。 と に か く 商 売 繁盛 
すべ て に が め つ く 無 意味 な 浪費 は 許さ な い 。 金銀 財宝 コネ 儲け 話 、 そ れ ら こそ 彼女 の 身心 を 巡る 血 と 息吹 。 それ で も 沿 、 
彼女 の 見 せる 行動 は 、 御 か 未来 を 見 据え た 演技 、 ま や か し で ある 可能 性 も 心 に 留め お くべ きだ ろう 。 RT 


また 他 に 「 人 間 離 れ し た 身 様 の 持ち 主 で ちあ っ た 」 と いう 伝説 も 各地 に 残る 。 いわ く ア ラビ ア で は 「 女 王 は 毛深い 脚 と ロバ 
の 踊 を 持っ て いた 」 。 南仏 で は 「 足 に ガチ ョ ウ の よう な 水 が き が あっ た 」 な ど 。 

極め つけ は 「 霊 殆 の 女 と 人 間 の 男 と の 間 に 産 まれ た 娘 ] と する 逸話 で ある 。 女王 に は 、 あ た か も 光 を 屈折 させ る レン ズ の 
ご と く 、 多 彩 な 姿 を 見 せる 変幻 自在 の 力 が 備わっ て いた と も 思わ れる 。 

「 新 約 聖 書 ] マタ イ と ルカ の 福音 書 に は こう も 書か れ て いる 。「 南 の 女王 が 、 さ ば き の 時 に 、 こ の 時 代 の 人 々 と 共に 立ち 、 
彼ら を 罪 に 定め る 。 な ぜ な ら 彼 女 は 、 ソ ロモ ン の 知恵 を 聞く た め に 地 の 果 て か ら 来 た の だ か ら 。 し か し 見 よ 。 こ こ に ソ 
ロモ ン よ り も 優る 者 が いる ]。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
華やか な 伝説 と は 別に 、 自 分 自身 は ささ や か な 過去 し か 持た な い 、 と 卑下 する と ころ が あり 、 日常 の ささ や か な エピ ソ 
ー ド を と て も 大 切 に する 。 

趣 鬼 の 血筋 に 由来 する 未来 予知 能力 を 持つ 。 伝 承 の ソロ モン 王 と の 避 括 で は 、 三 つの 謎 掛け を 通じ て 、 未 来 と 過去 を 確 |S 
定 し て は 揺さぶる 、 精 神 の 磨り 減る ガン ガン 千里 眼 パ トル が あっ た 模 


O 通常 武器 
金属 製 の 香炉 を 手 に 香 煙 を 振り 撤 き 、 自 在 に 操る 。 


saves ダ ! Sil 

王 の くせ に 、 な に が 気楽 な 羊 飼い で すか 。 召喚 の フリ ー ラ イド も いい と ころ で すぅ ! 
中 途 半 端 に 有 能 な の が また 腹 が 立ち ます ぅ ! 

アビ ゲイ ル 

近頃 は も う 、 私 の 名 前 を 間違え る うっ か り も な く な り ま し た ね ぇ 。 

すこ お し 寂し い 気 も し ます けれ ど …… で も きっ と 、 い いこ と で す よ 。 

ギル ガメ ッシュ 

謎 の 美人 秘書 ドル セン ト ・ ポ ンド ! 

お 仕事 あら ば いつ で も 駆け つけ ます よ ぉ お 、 プ レシ デン テ ? 

ソロ モン 

RAI この カル デア を 護り 、 マ スタ ー の 力 に な る こと が 、 今 の 私 に は 代え 難い 幸せ で す 。 


( 霊 移 た ちか ら の コメ ント ) 

エ ハ ッ ド 「 す ご 一 い ケ チ だ よ 。 お つと め ワ ゴン ・ イ ズ ・ 今 夜 の メニ ュー だ よ ] 
シュ タイ ム 「889 円 の 買い 物 で 、 平然 と 1.444 円 出す よ ] 

シャ ロッ シュ 「 ら くだ の も も ひき で 寝 て る よ ] 

シバ 「 も っ こも こ ル ー ム パン ツ で すぅ 日 
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キャ ラク ター デザ イン を 担当 し まし た 加藤 いつ わ と 申し ます 。 MENORES SKE PAS راد‎ TORUKCOSBS 
葉 を いた だ き 、 勢 い の ま ま デザ イン し "ざい ます 。 ジ ン く ん 達 に 関し て 初め は ラン プ の 魔神 風 に 考え て いた の 
で す が 、 既 出 キ ャ ラ と の 被り 事情 な ど あ り 、 な ら ば と 好き に 描い た ら そ の まま 採用 され た 経緯 が あり ます 。 実質 宝 具 と 
し て 活躍 し て いて と て も 微笑 まし いで すね 。 (加藤 いつ わ ) 
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アビ ゲイ ル ・ ウ ィ リ アム ズ 
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EN 々 性 EE] セイ レム 魔女 裁判 ほか 誕 下 北米 ・ マ サチ ュー セッ ツ 
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1 IV 
設定 作成 : 星空 め て お ご キャ ラフ ター デザ イン : 黒 星 紅白 
CV: 大 和田 仁美 


FIDE : EX 
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a 一 一 一 az 
ee re 
A 外 宇 宙 に 潜む 高 次 生命 の * 門 "と 成り 、 強 い 神 性 を 帯 
世界 像 を も 書き 換え る 計り 知れ ぬ 脅 威 。 そ の 代償 は 、 


۲ A ۸ 


クリ フォ ー・ ラ イ ゾ ォ オム 。 
人 類 と は 相容れない 異質 な 空間 に 通じ る " 門 "を 開き 、 対 象 の 精神 ・ 肉 体 に 深刻 な ひずみ を 生じ させ る 。 邪悪 の 樹 ク リフ 
オト より 生 い 添 う 地下 茎 。 
効果 対象 は " 鍵 " と な る アビ ゲイ ル 個 人 の 認識 に 東 縛 さ れる 。 そ れ 故 の 対人 宝 具 。 
本 来 な ら ば 対 界 宝 具 と で も いう べき 、 際 限 の 無い 性 質 を 有 し て いる 。 


敬 虚 な 清教徒 。 お 祈り と 神様 へ の 感謝 を 忘れ な い 。 

流 女 と し て 礼儀 正しく 、 誰 に で も 親切 で あろ うと 努め る 。 

本 来い は 、 よ く 驚 きよ く 笑 う 、 感 情 豊か な 利発 な 少女 。 

清貧 の 信条 に は 反する も の の 、 年 頃 ら し い 好 奇 心 も 持ち 、 外 国 の 話題 や 、 小 説 ・ 演 劇 へ も 強い 興味 を 示す 。 

未知 の 状況 下 で は 立ち 止ま り 、 し っ か り と 考え て 判断 する 習慣 が 身 に つい て いる 。 それ で も 友人 や 家族 の 為 と 思い 詰 
る と 勇み足 で 失敗 を し や すい 。 

好き な 食べ 物 は パン ケー キ 。 入 植 地 で は 小麦 は 買 重 品 で 、 現 代 の パン ケー キ は た い へ ん な 御馳走 に 見 える 。 

喘 え る 犬 が と て も 苦手 。 


〇 マス ター へ の 態度 

素直 で まっ すぐ な 信頼 を 寄せ 、 期 待 に 応え よう と 懸命 に 努め る 。 

他 の 英霊 と 比べ て 、 自 分 は ほん の 子供 に すぎ な いと 引け 目 を 感じ て いる 。 

魔女 裁判 の 犠牲 者 の 候 念 を 背負 っ た " 反 英雄 "の 自覚 が め あり 、 フ ォ ー リ ナー の 力 を 楽し お こと に は 強い 抵抗 が ある 。 

再 際 を 重ね 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 経験 を 積む と 、 セ イレ ム の "魔女 "の 性 質 も 前 面 に 現れ や すく な る 。 あけ すけ に 願望 
語り 、 マ スタ ー の 倫理 観 を 試す よう な 気まぐれ も みせ る 。 

それ で も 、 寂 し さ の 募る 夜 に は 子供 らし く 甘 えた いこ と も ある 。 


O 台詞 例 

「 ご き げ ん よう 。 よ けれ ば 、 ア ビー っ て 呼ん で くだ さい な ] 

「 見 て くだ さっ た ? マス ター 日 

「 マ スタ ー は 悪い 人 だ わ ……」 「 私 は 魔女 じゃ な い ] 

「 あ な た は 私 の 友達 よ ] 「 神 の 愛 の 届か な い 、 と て も 可哀想 な 子 を …… で も 私 な ら 、 愛 せる と 、 思 いま す ] 

「 イ ブナ 、 イ ブナ 、 ト ゥ フル トゥ クン ガ 。 我 が 手 に 銀 (し ろ が ね ) の 鍵 あ り 。 虚無 より 顕 れ その 指先 で 触れ た も う 、 我 が 
父 な る 神 よ ] 

「 わ ー た 一 し ー も ー た 一 た ーー かー うー っ た ら 一 川 


~ XX -_ 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

17 世 紀 末 。 

清教徒 の 開拓 地 セ イレ ム で 起き た 「 魔 女 裁判 事件 」。 

最初 に 悪魔 混 き の 兆候 を 示し た 二 人 が 、 少女 アビ ゲイ ル ・ ウ ィ リ アム ズ と 、 その 従姉 妹 で 牧師 の 娘 の ベティ ・ パ リス だ っ た 。 
異常 な 症状 は 他 の 少女 た ち に も 伝播 し 、 お よそ 一 年 に わた っ て 多く の 村人 が 少女 た ち に 告発 され た 。 結果 200 人 も の 逮 
捕 者 で 村 の 地下 中 は 一 杯 に な り 、19 名 の 絞首刑 、2 名 の 獄死 、1 人 の 扶 問 死 と いう 惨劇 を 招い た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
金髪 ・ 碧 眼 の 12 歳 の 少女 。 
呪 わ れ た 街 セ イレ ム に て 魔女 裁判 の ぼっ か け と な る 。 


外 な る 神 “ 全 に し て 一 、 一 に し て 全 な る 者 "。 
それ は 、 ひ と り の 異才 の 男 に よっ て 創始 され た 虚構 で あり な が ら も 、 常 識 を 凌 急 する 狂気 の 条件 を 備え て いた 。 す な わ 
ち 偽り の 神 、 虚 空 か ら の 降臨 者 * フ ォ ー リ ナー" と し て 。 

終局 特異 点 か ら 逃 れ た 魔神 柱 ラ ウム は 、 不 可能 を 可能 と する た め に 、 男 の 発想 の 原点 を 求め 、 発 端 と な っ た 歴史 上 の 事 
件 を 辿り 、 必然 た る 一 人 の 少女 へ と 行き 着い た 。 

少女 アビ ゲイ ル と は 外 な る 神 に 仕え る "巫女 "で あり 、 神 を 顕現 させ る “依り 代 " で あり 、 虚 構 へ の 門 を 開く " 鍵 " で ある 。 


本 編 の アビ ゲイ ル は 魔神 柱 ラ ウム に よっ て 創造 され た 、 史 実 を 下敷 き に し た 架空 の 人 格 で ある 。 

ラウ ム の 目的 は 、 ア ビ ゲ イ ル を 歴史 上 で 魔女 狩り の 犠牲 と な っ た 者 た ちの 娘 念 を 集め る 受け 皿 の 人 形 と し 、 外 な る 宇宙 
の 邪神 (と いう 現象 ) を その 身 に 降臨 させ る こと に ある 。 

村 で は 魔女 裁判 が 再現 され 、 次 々 と 犠牲 者 が 生ま れる な か で 、 ア ビ ゲ イ ル は 追い 詰め られ て 正気 を 失い 、 つ い に は 邪神 
を その 身 に 宿す 。 


清教徒 の 信徒 と し て の アビ ゲイ ル は 、 神 を 敬い 、 感 謝 の 祈り を 欠か さ ぬ 無 垢 な 少女 で ある 。 多 感 で 疑う こと を 知ら な い 
年 頃 の 娘 に すぎ ざ な い 。 

清貧 を 信条 と する 清教徒 た ち は 、 権 威 に お も ね る 教会 の 弾圧 を 逃れ て 海 を 渡り 、 新 世界 へ と 至っ た 。 し か し や が て 彼ら 
は 追い つか れ 、 追 い 詰 め ら れ て し まっ た 。 彼ら の 抗議 (プロ テス ト ) の 矛先 は 、 身近 な 隣人 へ と 向け られ た 。 

退廃 と 抑圧 の 世に こそ “英雄 "が 立ち 上 が る よう に 
戦乱 と 略 礁 が 繰り 返さ れる 植民 地 の 不 穏 な 暮らし は 、 猪 疑心 と 利己 心 を 育ん だ 。 

ーー 一 彼ら は や が て 心 の 底 に 狂気 を 、“ 魔 女 "を 求め る よう に な る 。 私 た ちの この 不幸 と 苦し み は 、 悪 魔 の 仕業 で な けれ 
ば な ん な の だ 、 と 。 En 

果たし て セイ レム に 魔女 は 現れ 、 凄 惨 な 魔女 裁判 の 門 は 開か れ た 。“ 鍵 7 パ " と な る 狂 潤 た る 状況 。 人々 の 欲望 を 映し と り 
* 鍵 "と な っ た 少女 。 そ の 両者 が 欠か せ ぬ の だ と し た ら 、 さ て 、 罪 は どちら に ある の だ ろう か 。 


〇 通常 武器 
触手 、 蝶 、 ぬ い ぐ る み 。 


O 因縁 キャ ラ 

ダビ デ 

日 々 、 思 いも つか め ぬ 兵 略 で 私 を お 試し に な る 、 勇 まし き ダ ビデ 王 。 

故郷 を 離れ て 揺らぎ が ちな 私 の 信仰 を 、 神 様 は お 量り に な っ て いる の ね …… た ぶん 。 き っ と 。 

シバ の 女王 様 は 、 ケー ベツ し ちゃ っ て も ノー・ プ ロ プ レム で す よ ぉ ? つて お っ し ゃ る けど …… 頑 張り ます 。 
RETA 

私 た ち 生 まれ た 年 が 一 緒 み た い 、 素敵 な こと ね ! テディ と お 呼び し て も ? 


ジェ ロニ モ 
初め て 出会っ た 時 は 怖かっ た けれ ど …… で も 、 お 友達 に か れ た わ ! 私 の 記念 日 よ ! 
葛飾 北斎 


想像 通り の すご い 画 家 さ ん !…… な の だ けど …… お 仕事 中 の 横顔 も 凛々 し い の だ けど ……。 


バ パニ ヤン 
蜂蜜 色 の パン ケー キ 同 盟 よ ! 


自分 を 律する は ず の 潔白 の 信条 は 、 他 者 を 監視 する 道具 と な り 、 
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Comment from illustrator _ 


包ま れ て いた も の が 膨張 し て ゾロ っ と 張り 裂け る 様子 を 三 段 階 で グロ カワ 風 に 
われ た 殊 で 、 そ れ が アビ ー ち ゃ ん の 周り に ぴっ し り ま と わり つい て いる イメ 
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設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 森 井 し づき 
CV : 植田 佳奈 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


フラ スス 


1 | 
D ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
冥界 の 陰気 に ひ た さ れ た こと で 死 が 日 常 化し て し まい 、 対 魔力 が 著しく 下がっ て し まっ た 。 


陣地 作成 : A+ 
冥界 O 七 门 左 自在 |< 呼 Dj 出 才 。 
エレ シュ キ ガ ル が 立つ と ころ 、 即 ち 、 死 が 容易 に 振る 舞 わ れる 冥界 と な る 。 


> Y 


LO: 
生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 表す スキ ル 。 
精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 精 神 系 の 干渉 を 多 ど 緩和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 摂 N 
取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 
疑似 サー ヴァ ント で ある た め 、 ラ ンク は B 止 まり と な る 。 


ee U U os 


KAA IL 


秘め られ た 大 王冠 : A 

イシ ュ タ ル か ら 取 り 上 げた と され る 宝 に よっ て 作ら れ た 女神 の 冠 。 

天 と 地 、 表 裏 一 体 の 女神 と し て イシ ュ タ ル の 持つ さま ざま な 権能 を 己 の も の と する が 、 そ の 効力 は 若干 、 暗 い (陰気 ) 
も の に 変化 し て いる 。 


Ex چپ‎ -一 
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ユキ ガル は 勤勉 で 真面目 、 そし て や や 根 暗 な 女神 で ある 。 
彼女 は 普段 か ら 暇 さ え あ れ ば 魔力 を 橋 棋 に 董 えて お り 、 戦 闘 の 際 、 それ を 使用 する 。 
強力 な 瞬間 火力 を 放ち 、 槍 橋 に 苦 え た 魔力 を 自身 に 還元 する 。 


その 終わ り ま で 冥界 を 統 べ た 彼女 は 冥界 その も の で あり 、 ま た 、 冥 界 に 護 ら れる 女王 と な っ た 。 
味方 全体 に 強力 な パフ 効果 を 与え 、 ま た 、 宝 具 の 性 能 を 変化 させ る 。 


れい ほう ふみ だ くめ いふ の ふい ご 。 

イシ ュ タ ル の 宝 具 、 ア ン ガ ル タ ・ キ ガル シェ と 同じ も の 。 た だ し こち ら は 大 いな る 天 か ら 大 いな る 地 に 向け て 放 た れる 
も の で は な く 、 地 の 底 か ら 地 続き に 行わ れる 冥界 の 女 主人 の 鉄 相 で ある 。 

地 須 、 地 殻 変動 に よっ て エビ フ 山 脈 を 崩壊 さす る アー スイ ン パ クト 。 

威力 で は イシ ュ タ ル の 金星 プラ スタ ー に 劣る が 、 こ の 宝 具 の 神髄 は [地形 を 冥界 に する | こと に ある 。 冥界 で あれ ば 絶大 
な 権力 を 持つ エレ シュ キ ガ ル は 、 彼 女 と 共に 戦う も の 、 そ の すべ て に 強力 な 護り を 与え る こと だ ろう 。 


また 雑談 で は ある が 、 初 期 の 宝 具 シー フエ ンス は 


01. 画 面 奥 の 背景 に エビ フ 山 が 連なっ て お り 、 そ の 前 (画面 手前 ) を モデ ル 歩 き で 優雅 に 進 お エレ シュ キ ガ ル ( ド ッ ト ラ イ 
ク な 横 ス クロール の ゲー ム っ ぱ ぽく) ۰ 
山脈 は 大 きく 、 エ レシ ュ キ ガル は 小さ い 。 

02. エ レシ ュ キ ガル の 旅 は 続く 。 段々 と (ある い は 三 ス テッ プ ぐ らい で 、 紙芝居 的 に ) 山 よ り 大 きく な る エレ シュ キ ガ ル 。 
絵 的 に 画面 奥 に あっ た 自然 と 、 画面 手前 に あっ た 個人 ( 神 ) の 大 き さ の 対比 が 逆転 し て いく の を イメ ー ジ 。 

03. エ ビ フ 山脈 より 大 きく な っ た エレ シュ キ ガ ル 、 山 脈 の 中 心 に 槍 を 突き 立て る 。 

04. 山 脈 、 断 末 魔 と 共に 噴火 し 、 大 地雷 が 起き る 。 画面 手前 に マブ マ の 間欠 泉 が あがり 、 ダ メー ジ 。 

※ 実 際 に 大 きく な っ て いる の で は な く 、 あ くま で [山脈 を 壊し た ] と いう メタ ファ ー。 な の で 山 を 月 す 時 と か 、 敵 の 表示 

を 考え な く て よい で す 。 主題 は [ 山 と 女神 ]。 


と いう も の だ っ た が 、 神 話 再 現 系 の 宝 具 で は な く 、 メ スラ ムタ エア を 用 いた 七 章 ラス ト の シー ン を モチ ー フ に し た も の 
に 変更 し た 。 
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EHA 5۵ アナ タ ノ 人 間 ノ 英夫 BE] 人 問 た ち / 英 霊 た ち 
EEE 7735 (呼び 捨て ) RMS あま り マ スタ ー と は 呼ば な い 。 基 本 ! 


REIN. 


〇 性 格 

受動 的 ・ 内 向 的 。 

高い 知 位 と 誇り を 持つ あま り 、 冥界 の 主人 と いう 役割 に 称 じ て し まい 、 が ん じ が ら め お な 死 と 腐敗 の 女神 。 
美しい も の を 始 み 、 醒 いも の を 笑い 、 欲 し いも の は 他人 の 手 に 渡ら な いよ う 殺 し て し まう 。 

GA と いう の が エレ シュ キ ガ ル だ っ た が 、 依 り 代 の 少女 と の 融合 に よっ て そう いっ た 欲求 を 「 よ く な いも の ] [恥ず か し 
いも の | と 客観 的 に 認識 する よう に な り 、 凶暴 性 は 深層 下 に 消え て いる 。 が 、 直情 型 な の で 怒る と この 面 が 顔 を 出し 、 神 
話 ど お り の 怖 ろ し く 、 そ し て 残念 な 女神 と な る 。 

行動 理念 は エレ シュ キ ガ ル の も の な の で 本 来 の 依り 代 の 少女 より 冷静 、 か つ 自 虐 的 に 見 える こと も 。 ツン ケン と し た 目 
つき で 冥界 に 来 た 人 間 を 見 下 し 、 

「 人 間 は あい か わら ず 頭 が 悪い の ね 。 私 に 会 い に 来る っ て こと は 死に た いっ て こと で し ょ う ? で も お あい に く 様 。 自殺 
の 手助け な ん か し な いわ よ 。 見 逃し て あげ る か ら 、 奈 所 で か っ て に 死ん 々 で いな さい ] 

と 、 シ ッ シ ッ 、 と 手 を 振っ て 人 間 を 追い 返す が 
冷酷 そう に 見 えて も の すご くい い 人 。 依り 代 の 少女 の 前 向き さ が 加わ っ た こと で 、 恨 み 知 み で 腐っ て いた と ころ が 少な 
く な っ た の で ある 。 

エレ シュ キ ガ ル が 怒る ポイ ント は 、 


・ 死 へ の 敬い な く 祥 界 に 入っ て くる 者 
・ イ シュ タル 本 人 と 、 イ シュ タル に 愛さ れ て いる も の 


の 二 つ の み 。 あ ら ゆ る も の を 敵 認 定 し か ね な い イ シュ タル より よっ ぽ ど 分 別 の ある 女神 で ある 。 

エレ シュ キ ガ ル は 神話 時 代 か ら 自分 が 嫌 わ れ 者 、 日 陰 者 で あっ た こと に 苦し み 、 憎 ん で いる 。 

[私 だ っ て イシ ュ タ ル み た い に 自 由 に 生き て みた い 。 私 を 冥界 の 主人 と 受け 入れ た まま 、 冥界 の 主人 の 地位 と は 関係 な し 
に 見 て くれ る 相手 に 出会い た い ] 

な ど と 乙女 チッ ク な 願い さえ 持っ て いた 。 依 り 代 の 少女 と 融合 し た こと で 冷酷 だ が 面倒 見 の いい 、 究 極 の ツン デレ と 化 
し て し まっ て いる 。 

[悪役 で ある コト は 否定 は し な いけ ど 、 悪 は 悪 で も 人 間 の 役に立て る の に 。 どう し て みん な 怖がる の だ わり ETOP CH 
ね て いる 。 


いう と 「 間 の 遠坂 (た だ し 天使 ) 」。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


表 だ っ て は 「 私 は 人 間 に な ん て 興味 は あり ませ ん ] と クール に 振る 舞っ て いる が 、 内心 は 契約 し て くれ た マス ター に 感謝 
し て いる 。 

他人 の 目 と 、 な に より プラ イド の 高い 自分 の 目 が ある の で マス ター に は 「 残 酷 な 女神 ] と し て 振る 舞う が 、 そ の 内 面 で は 
どん な ドタバタ 


語 り 広げ られ て いる か は 語る まで も な い 。 


TENA. 祈 れ 。 絶望 する が いい 、 人 間 ども 。 我 こ そ 死 の 管理 者 。 
冥界 の 女 主人 、 霊 話 を 踏 拘 く 者 一 一 三 女神 同盟 の 一 柱 、 エ レシ ュ キ ガル で ある ]」 


E f + 


[私 を 縛る と か 、 前 代 未 聞 な ん で すけ ど !? 私 よ ? 私 な の よ !? アナ タ 、 後 が 怖く な い の !?] 


そう よね 、 怖 いわ よね …… い いわ 、 慣 れ て る か ら 。 私 、 メ ソ ポ タ ミ ア ー の 嫌 わ れ も の な の だ わ ……-」 
買 様 ら な ど に 姿 を 晒す の は 酔 手 の 極み だ が 、 作 生 さ れ た まま と いう の も 女神 の 恥 。 
"特別 に 見 せ て や ろう 。 い え 、 い いえ ……… いい 加減 、 こ の 言葉 使い も うん ざり よ ! 
特別 に 、 見 せ は て あげ る ! 驚き な さい 、 こ れ が 私 の 、 女 神 と し て の 真 体 よー 
| 衝 の どこ が が ゆず か し いと いう の だ わ ! 怖 ろ し い 死 の 女神 な ん で すけ ど y 
SS AEN OBR . DO HETSERDI! 
و۳ .ی‎ cBNSME し な い ! 
私 は 冥界 の 女 主 人 、 地 の 底 の エレ シュ キ ガ ル ! 
この 名 に か け て 、 今 こそ ネル ガル 神 の 残し た 悪意 を 払い まし ょ う 日 
ええ 。 で も 礼 に は 及ば な いわ 。 
だ っ て あれ は 、 私 が そう し た く て や っ た こと だ も の 。 私 は 私 の た め に 、 ア ナタ の 助け に な っ た ん だ か ら ]」 


y ESE. SS 


O 実際 の 伝説 、 人 物 像 

シュ メー ル 神 話 に お ける 冥界 の 神 。 

メソ ポタ ミア 神話 原典 に お いて は 植物 の 成長 と 腐敗 を 司 り 、 蛇 や 竜 を 使役 し 、 冥 界 の 使い で ある ガル ラ 霊 を 自在 に 操っ 
た と いう 。 

シュ メル 神 名 で も アッ カド 真名 で も エレ シュ キ ガ ル 。 

「 天 の 女 主人 」 で ある イシ ュ タ ル と 、 

【 太 界 の 女 主人 |] で ある エレ シュ キ ガ ル は ライ バル 関係 に あり 、 ま た 、 同 じ 属 性 を 二 つ に 分 けた 神 性 で は 、 と 言わ れ て い 
る 。 

神話 学 的 に 、 豊 生 の 女神 で ある イシ ュ タ ル ( イ ナン ナ ) は 人 間 の 生 を 表す プレ ー ト アー スマ ザー で あり 、 人 間 の 死 を 表す 
エレ シュ キ ガ ル は テリ ブル アー スマ ザー と な る 。 

(日 本 神話 の イザ ナミ も 国造 り の 後に 人 間 を 殺す 死 の 神 と な っ て いる ) 


シュ メル 神話 に 於 いて イシ ュ タ ル は 冥界 に 赴き 、 エ レシ ュ キ ガル の 手 に よっ て 殺さ れ て いる 。 

その 後に イシ ュ タ ル は 復活 を 果たす が 、 な ぜ イ シュ タル が 冥界 に 赴 い た の か 、 エ レシ ュ キ ガル は な ぜ そ こま で 激怒 し た 
の か 、 理 由 は 一 切 語 られ て お ら ず 、 本 作 で は これ を 表裏 一 体 の 関係 性 に よる も の と し て 扱っ て いる 。 

イシ ュ タ ル と エレ シュ キ ガ ル 。 

この 二 神 は 同一 存在 、 あ る い は 、 一 つの 神 か ら 二 つ に 分 か れ た 神 性 で は な い の か と 。 


O ダー ム 内 で の 後 ど ころ 

[FateGO] に 於 いて は 人 間 に 義 依 し た 疑 伺 け ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 する 。 

槍 の よう な 橘 を 自在 に 操り 、 あ る 時 は 敵 を 串 刺 し に し 、 あ る 時 は 魂 を 閉じ 込め 、 あ る 時 は 稲妻 な 起こ す 、 お そる べき 冥 
界 の 支配 者 。 

その 誕生 か ら 異 界 を 管理 する 職務 を 与え られ 、 地 上 と 自由 を 知る こと な く 神 代 と 共に 消え た 女神 。 

この 姿 は エレ シュ キ ガ ル 女 神 と し て の も の で は な く 、 彼 女 に 近い 人 間 の 魂 を 依り 代 に し た 姿 と する 。 


エレ シュ キ ガ ル は 我 が 強 いも の の 、 も と か ら 砺 観 的 か つ 根 暗 だ っ た の で 滞 依 体 で ある 少女 の 人 格 を 否定 する コト は し な 
か っ た 。 


BEL 残忍 な 死 の 女神 を 演じ て いた エレ シュ キ ガ ル だ が 、 人 間 と 融合 し た こと で 持ち 前 の 思慮 深 さ 、 責 任 感 の 強 さ が 
著しく 発揮 され 、 怖 ろ し い 女 神 で は ある も の の 、 話 の 分 か る 性 格 に な っ て いる 。 

「 そ う ! 私 こそ 冥界 の 主人 、 エレ シュ キ ガ ル ! 

冥界 で あれ ば 無敵 を 誇り 、 人 間 は も ちろ ん 神々 さえ 手玉 に と っ た 、 残 忍 で 残酷 な 支配 者 な の だ わ …… 遇 

と 本 人 は 得意 げに 語る が 、 そ こ に 残念 もち 加え る べき で は 、 と 輝け る 羊 は 語っ て いる 。 


冥界 の 女神 らし く 人 間 を 監視 する の が 役割 と 語る が 、 

「…… あ ん まり 大 勢 で 冥界 に 来 ら れ て も 困る の よね …… 

魂 を 閉じ 込め る 橋 を 作る の も タイ ヘン だ し …… 

ちゃ ん と 居心地 の いい 居場所 を 提供 で きる か し ら ……」 

と 、 生 真面目 な 面倒 見 の 良さ が 隠し きれ て いな か っ た りす る 。 まさに 冥界 の (赤い ) 天使 。 


o 


۲۵۵351807285 TED) IAS 「 三 女神 同盟 | の ひと り と し て 登場 。 

メン ソン ポタ ミア 世界 を 訪れ た 終 韻 を 目の当たり に し 、 彼 女 な り の 方 法 で 人 間 を 守る た め に 三 女神 同盟 に 加盟 、 ウ ルク の 敵 
と な っ た 。 

祥 界 に や っ て きた 主人 公 に 、 冥 界 の ボス と し て 色々 な 無理 難題 を いっ か ける 。 

が 、 や る こと な すこ と 裏目 に 出 て 、 色 々 あっ て 主人 公 に 倒さ れ 、 渋 々 と 協力 を 認め る (フリ を し て 全力 で 協力 する ) 残酷 
な 女神 。 

ne その 後 、 さ ら に 色々 あっ て 7 章 、 最 終局 面 。 

エレ シュ キ ガ ル は 女神 と し て の 禁 を 破り 、 全 力 で マス ター を 助け 、 消 滅する 。 

「 で も 、 ア ナタ が 私 を 覚え て いて くれ る な ら 、 必 ず ま た 会 える わ ] 

「 そ れ を 知っ て いる か ら 、 私 は ここ で 、 私 の すべ て を 投げ 出せ る の よ ] 


その 後 、 色 々 あっ て 深淵 に 沈ん で いた が 、「 冥 界 の メリ ー・ ク リス マス 』 に て “ 今 の 自分 "を 背 定 し 、 冥 界 の 復権 を 企む 
[RIDAILOBR) と 対決 する こと に な っ た 。 

「 ネ ル ガ ル の 思念 」 は 強大 で あり 恐ろし いも の だ っ た が 、 ネ ル ガ ル は 善 神 で ある 。 か つて は そん な 企み を 持つ も の で は な 
か っ た 。 

ネル ガル 自身 の 名 営 の 泡 に も ネル ガル の 思念 を 倒す 、 と 使命 感 に 菊 えた エレ シュ キ ガ ル は か つて ネル ガル に 譲渡 され た 
権能 を 目覚 め さ せ 、 結 果 、 エ レシ ュ キ ガル の 槍 に 「 太 陽 の 権能 ] が 宿る こと に な っ た 。 

槍 の 名 は 発熱 神殿 メス ラム タ エ ア 。 

シュ メル 語 で 語ら れる 太陽 神 ネル ガル の 古い 名 前 。 

か つて エレ シュ キ ガ ル が 望ん だ 、“ 魂 を 温め る 光 " で ある 。 

(メス ラム タ エ ア は メス ラム (平和 の 地 ) か らき た る も の 、 と いう 意味 ) 


・ ネ ル ガ ル の 権能 

太陽 は 悪 み な で あり 、 ま た シュ メル 世界 に 於 いて は 夏 に 多く の 人 間 を 死に 至ら し め る 自然 の 暴 威 と し て 扱わ れ た 。 

太陽 神 で ある ネル ガル は 地上 で の 権威 と 、 よ り 多 く の " 死 "を 扱う の は 自分 だ と 秦 り 、 エ レシ ュ キ ガル と 冥界 を 見 下 し 、 
不要 と 断 じ た 。 

その 背景 に は 天空 を 欲し いま ま に す る イシ ュ タ ル へ の 意 部 返し と し て 、 イ シュ タル の 半身 で ある エレ シュ キ ガ ル の 評判 


CHARACTER 


を 落と す 意図 も わっ た 。 
この 挑発 に エレ シュ キ ガ ル は 応じ 、 冥界 か ら ネ ル ガ ル に 通達 する 。 
[確か に 地上 に お いて 太陽 に 勝る 恵み な し 。 
され ど 我 が 地下 冥界 に お いて 太陽 の 恩恵 は な く 、 神 々 も また 不測 の 事態 で 死に 行く も の 。 AAA 
MARAE. 13 (۳2۳92 ص074 05 2 9 نا گلات‎ 5۰ 具体 的 に いう と 一 万 回 苦し ん | a 
a! 
これ に は ネル ガル も 冷や 汗 を か いた 。 
いじ け 体 質 、 根 暗 体質 と 思っ て いた エレ シュ キ ガ ル だ が 、 そ の 記 は イシ ュ タル 同様 "怒る と や る 女 " だ っ た か ら で あ る 。 
ネル ガル は エア 神 か ら 14 の 病魔 と いう 護衛 を 借り 受け 、 冥界 に 侵攻 。 そう な る 前 に 冥界 を 手中 に 収め よう と 考え た 。 
が 、 冥界 の シス テム は や は り 万 全 で ネル ガル は エレ シュ キ ガ ル の 玉座 の 前 で 力尽き る 。 
命 ち いし つつ 反省 する ネル ガル 。 エレ シュ キ ガ ル も 恨み は ある も の の 、 地 上 か ら 太 陽 が 失わ れ て は 人 間 の 営み が 衰退 す 
る 、 と ネル ガル を 冥界 に 閉ざす こと は し な か っ た 。 
その 代償 と し て 、 

・ そ の 力 の 半分 を 冥界 に 預け る こと 

・ 一 年 の うち 半分 は 冥界 に 来 て 反省 (冷た い 冥 界 に て 、 せ め て 少し で も 太陽 を 取り 入れ て 魂 た ち を 温め た い エ レシ ュ N 
キ ガ ル ) する こと Ns 
と 契約 を 持ち だ し 、 ネ ル ガ ル は これ に 同意 し 、 自 ら の 権能 を 武器 に 返還 し て エレ シュ キ ガル 
災厄 と し て の 権能 を 冥界 に 預け 、 地上 に 戻っ た 。 
ショック ! 講 房 が ほし か っ た の に 、 ア イツ 厄 ネ タ だ け 押 し つけ て いっ た の だ わ 
ます ます 冥界 の 女神 と し て の 暗黒 属性 が 高まっ た エレ シュ キ ガ ル で あっ た 。 


度 。 ネ ル ガ ル は 病魔 ・ \ 


・ 牧 神 ドゥ ムジ の 権能 

イシ ュ タ ル の 夫 、 ド ゥ ムジ 神 。 

( 神 権 に よっ て 人 か ら 神 に な っ た 説 あ り 。 ギ ル ガ メ ッシュ と ル バ ル ガン ダ の 間 の 王 と され る ) 

イシ ュ タ ル の 夫 で ある が 、 イ シュ タル 以上 に 富 と 名 声 に 弱い 神 で 、 い っ て し まう と 栄誉 目当て で イナ ン ナ 女神 と 婚 燥 


UIE] 神 で ある 。 
イシ ュ タ ル が 冥界 下り に 失敗 し た 時 、 エ ン キ 神 は イシ ュ タ ル を 蘇ら せる 為 に 従属 を 二 体 作り 、 生 命 の 草 と 生命 の 水 を も 
っ て イシ ュ タ ル の 肉体 を 蘇ら せ た 。 


し か し エレ シュ キ ガ ル は 冥界 の 主人 と し て 、 そ う 簡 単に 行き 帰り を 認め る こと は で き な い 。 
肉体 は 蘇 ろう と も 列 は 冥界 の も の 。 イシ ュ タ ル の 代わ り に な る 琉 を 納め ず し て 世界 の 天 称 は 守ら れ な い 、 と 強く 主張 し た 。 
イシ ュ タ ル は 自分 の 代わ り に 冥界 に 勤め て くれ る 魂 は いな いか と 地上 に 戻っ た も の の 、 そ ん な 都合 の いい 話 は な いと 諦 


め て いた 。 

が 。 地 上 に 戻っ た イシ ュ タ ル が 見 た も の は 、 イ シュ タル が 死ん だ こと で 彼女 の 栄誉 すべ て を 継承 し 、 う か れ て 騒ぐ 夫 ・ 
ドゥ ムジ の らん ち き 騒 ぎ だ っ た 。 

[私 の 死 を 悼 ま な いま で は 予想 し て いた けど 、 ま さか が 国 あ げ て 祝い の 宴 を あげ て いる と は ね 日 

イシ ュ タ ル は エレ シュ キ ガ ル か 5 ら 派遣 さ れ た ガル ラ 霊 た ち に 身代わり と し て ドゥ ムジ を 指名 。 エレ シュ キ ガ ル も これ を 
了承 し た 。 

ガル ラ 霊 た ち に 狙わ れ て よう や く イ シュ タル が 戻っ て きた こと に 気付 いた ドゥ ムジ だ が 、 時 既に 遅い 。 

ウト ゥ 神 に 泣き つい て 蛇 に 姿 を 変え て も らい 、 姉 で ある ゲ シ ュ テ ン ア ン ナ 神 の 下 に 逃げ 延び る も 最後 に は 捕まり 、 冥 界 
送り と な っ た 。 

ゲ シ ュ テ ン ア ン ナ は 弟 を 案じ 、 自 ら が 冥界 に 残る こと で ドゥ ムジ の 解放 を 求め た 。 

ゲ シ ュ テ ン ア ン ナ の 健気 さ に うた れ 、 エ レシ ュ キ ガル は ネル ガル と 同じ 条件 で ドゥ ムジ を 地上 に 戻す こと を 許す 。 権能 
を 半分 、 冥 界 の 為 に 置い て いけ 、 と いう も の だ 。 

か くし て ドゥ ムジ は 「 蘇 る 神 (アッ カド で は タン ムズ )」 と し て 地上 に 戻り 、 以 後 は 「 死 と 再生 を 司る も の 」 と し て 人 々 に 


じ ら れ る よう に な っ た 。 

それ は それ と し て 、 ま た と し て も 「 い ら ない 権能 を 納品 され て し まっ た エレ シュ キ ガ ル 。 

「 蛇 や ら ガ ゼル や ら に 変わ っ て まで 逃げ 続け た ナン パ 男 の 権能 と か 使い 途 が な い の だ わ ! せめ て 羊 を 置い て いっ て くれ 
れ ば いい の に 
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ギル ガメ ッシュ 
王 と し て 財 が ある の は いい こと で す 。 で も 、 散歩 気分 で 気楽 に 冥界 に 来る の は や め る よう に 。 その うち 冥界 の 神 扱い さ 
れ て し まう か も し れ な いわ よ ?] 
エル キ ド ゥ 
話 の 分 か る 優し い 子 。 冥界 で も 育つ 植物 が ある か 、 よ く 試 し こく れ た も の で す 。 結果 は 芳しく あり ませ ん で し た が 、 そ 
の 努力 を 私 は 忘れ ませ ん 」 
イシ ュ タ ル 
光 の 遠坂 か ぁ …』」 
۱0۵8. =2NIUA 
は は ない けど 、 ね な 


どこ か で 会 っ て いる の か し ら ?] 


え 、 な に !? 私 た ちの 大 元 っ て ああ いう の !? 
へ べ へ 、 へ ぇ 一 。 ま あ 、 そ れ な り に は 美しい よう ね ? (カッ コイ イ の だ わ …… さ す が 私 な の だ わ …… り 」 


N 
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第 一 段階 


from Illustrat 


エレ シュ キ ガ ル の 製作 中 は ずっ と サン トラ (Fate/Grand Order Original Soundtrack) を 流し て 第 7 章 の 記憶 を 呼び 
起こ し な が ら 、 常 に 頭 の 中 に エレ シュ キ ガ ル が いる よう な 、 そ うい う 状 態 で 作業 し て いま し た 。 最終 再 隙 の 絵 が どこ か 
感傷 的 な 絵 に 寄っ た の も その 第 7 草 の 記憶 が 色濃く 残っ て いた か ら か も し れ ま せん 。 服装 と し て は イシ ュ タ ル で も そう 
な の で す が 、 同 じ 古 代 メ ソ ポ タ ミ ア の キャ ラ と 並べ て も 違和感 の な い 方 向 性 を 意識 し まし た 。 具体 的 に は は エレ シュ キ ガ 
ル で は 、 金属 部 分 を ほど ほど に アフ セン ト と し て あし らい つつ 、 ま あま あの 感じ で 体 を ダー ク な 服 で 覆い な が ら 、 そ こ 
そこ の 長 さ の マン ト を 羽織 る 、 と いう 具合 で す 。 そし て 太陽 の 権能 が 宿る と され る メス ラム タ エ ア は イシ ュ タ ル の マ ア 
ン ナ と 対 と な る よう な 巨大 な 武器 と し て 、 そ の 太陽 の イメ ー ジ で 放射 状 の シル エッ ト に 。 こ れ は 手 に し た 槍 や 周辺 は 光 
り 輝く が 、 エ レシ ュ キ ガル 本 人 は 光 を 帯び な い 。 権能 に よっ て 周り は 旨い て も エレ シュ キ ガ ル 自 身 は 輝 か な いと いう 性 
質 を あら わ そ うと し まし た 。 余談 で す が 実 装 時 の エレ シュ キ ガ ル の スキ ル に 関し て 、 冥 界 の 護り を つけ て くれ る な ら も 
う 他 は 細か い 事 は 言い ませ ん と だ け 申 し 伝え て お り ま し た 。 で 。 ス キル 欄 に 咲く あの 赤い 花 で す よ 。 ありがた や 。 
(森井 し づき ) 
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設定 作成 : 奈 須 き の こ 
CV : 能登 麻美 子 


ラス スキ ル 


キャ ラフ ター デザ イン :huke 


大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 で あっ て も 殆ど ダグ メー ジ を 受け な い 。 
持ち 前 の 優し さか ら か 、「 望 ん だ プレ ゼン ト と 違う }』 と いう クレ ー ム を 受け た 時 に 反論 で き な い た め 、 魔 力 抵 抗 は セイ バ 


一 時 より 低下 し て し まっ て いる 。 ES 
س سیر‎ ーー 


BARR: EX 8 er 
| 


クリ スマ ス の 英霊 に 選ば れ 、 静 か な 使命 感 の 火 に 包ま れ た アル テラ は その 騎 東 スキ ル を 大 きく 向上 ・ 変 化 させ た 。 
具体 的 に は 羊 マ スタ ー に な っ た 。 


名 馬 な ら ぬ 名 羊 ツ ウェ ルコ を 駆る 姿 は 、 か つて 西方 世界 を 駆け 巡っ た 遊牧 騎馬 民族 ・ フ ン 族 最強 の 王 を 連想 させ … | 5 

em する か な ……。 | 
TPR 一 一 一 一 = o rn 

文明 浸食 EX 


英霊 アル テラ 本 人 が 無自覚 に 発動 し て いる スキ ル 。 に 
手 に し た も の を 今 の 自分 に と つて 最高 の 属性 に 変質 させ て し まう 。 Vo] 
[最 高 | と は 優れ て いる 」 と いう 意味 で は な く 、 ア ル テ ラ 本 人 の マイ ブー ム 的 な も の を 指し て いる 。 今回 の アル テラ の マ | 
イブ ー ム は いわ ず も が な 。 
本 来 、 配 下 と し て 引き 連れ る は ず の 馬 た ち は み な 羊 (の よう な も の ) に 変化 し 、 逆 に 愛 合 で ある 軍神 の 刻 は 軍神 の ケイ ン | 

( 杖 ) へ と 変形 し た 。 すご いな 。 


REB 
神霊 適性 の 有無 
アル テラ 自身 は 神霊 と の 血縁 関係 を 肥 し て いな い が 、 欧 州 世界 を 喋 呈し た 事実 は 神威 と され 、 思 怖 の 対象 と な っ て [ 神 


OBE) 『 神 の 鞭 ! の 二 つ 名 を 得る に 至っ た 。 こ の こと か ら 、 地 上 で 英霊 と な っ た アル テラ は 神霊 適性 を 高 ラ ン フ で 有 す 


サン タク ロー ス に な りき る こと で 取得 し た スキ ル 。 

プレ ゼン ト を 贈り 、 心 を 潤す 。 

アル テラ と て プレ ゼン ト を 贈り た いも の の 、 い まい ち 相 手 の 欲求 を 把握 で きず 、 ま た 奥 ゆ か し い 性 格 の た め 、 ス キル ラ 
ンク は サン タオ ル タ (アル トリ ア ) より 低く な っ て いる 。 

サン タオ ル タ は [聖者 の 贈り 物 ] だ が 、 ア ル テ ラ の 場合 は な ぜ か 「 星 者 の 贈り 物 に 変わ っ て いる 。 


クリ スマ ス の 英霊 と な り 、 冬 の 概念 を 付加 され た 
([FateGO] で は 使用 され な い ) 


クリ スマ ス ツ リ ー の 先端 に 付い て いる 星 は ベツ レ へ ム の 星 と 呼ば れ 、 救世 主 の 誕生 を 象徴 する も の と され る 。 
アル テラ サン タ の 杖 に に つん 、 と 叩か れる と 、 そ の 者 に は 大 いな る 祝福 と 恩恵 が 与え られ る と いう 。 マ ー リ ン の [英雄 
作成 』] の ミニ マム 版 。 クリ スマ ス だ も の 、 そ れ く らい の チー ト は ね ! 


アル テラ の 体 に 刻ま れ た 独特 の 紋様 と 、 フ リス マス の 概念 が 融合 し た こと に よっ て 変化 し た スキ ル 。 。 
その 強力 な 祝福 / パ ワー に より 、 ア ル テ ラ さん は 衝 基 に 刻ま れ た 洪 在 能力 覚醒 させ 、 地 球 上 で は 三 分 問 の み ア ル テ ラ サ 


ンタ と し て 活動 で きる の だ ! 
ur 
> 


3 ター ン の 超 パ ワー アッ プ 。3 タ ー ン 後 、 ス タン 。 


EROS, BOR 


キャ ン デ ィ ス ター・ フ ォ ト ン ・ レ イ 。 

アル テラ が 持つ 軍神 の 剣 が キャ ン デ ィ ー ケ イン と し て 変化 し た こと で 編み 出さ れ た 新 宝 具 。 

フォ トン ・ レ イ は フォ トン ・ ラ ム と も 。 

アル テラ 配下 の 羊 た ち に よる 華 遂 な る イタ ノー・ サ ー カ ス を 楽し ん で ほし い 。 

密か に オケ アノ ス の キャ スタ ー の 宝 具 ・ ブ タ 大 行進 を ライ バル 視 し て いる が 、 そ れ は また 別 の エピ ソー ド で ある 。 


石室 か ら 遠 く 離れ 。 

記憶 も 記録 も 繋が ら ず 、 

巨 いな る 孤独 は 今 も 癒 や され な いと し て も 。 
夢見 る 羊 は 、 夜 空 に か か る 虹 の よう に 。 


اس 


〇 性格 
プレ ゼン ト を 与え る 、 と いう クリ スマ ス が 良い 文明 な の か 悪い 文明 な の か を 計る た め 、 サ ンタ クロ ー ス 役 を 引き 受け た 。 
基本 的 に アル テラ だ が 、 微熱 を 持っ て いる た め 、 普 段 より 判断 力 が 落ち 、 言 い 含め ゆら れ や すく な っ て いる 。 

見 た 目 の 可憐 さ ・ 愛 らし さ が 増 し て いる 、 と 言え ば いい か 。 

熱 の せい で (お か げ で ) 文明 破壊 メー ター が 著しく 低下 し て いる 。 

普段 の アル テラ は 戦士 と し て の 人 格 9 割 、 少 女 と し て の 人 格 1 割 だ が 、 

アル テラ サン タ は 戦士 と し て の 人 格 4 割 、 少 女 と し て の 人 格 6 割 と な っ て いる 。 

アル テラ の 根っこ は 少女 チッ ク に ロマ ンチ スト な の で 、 サ ンタ クロ ー ス 役 を 任 さ れ て 嬉し い & ドキ ドキ し て いる の だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター の こと は 頼も し い 相 棒 に し て 美しい 羊 に 見 えて いる の か 、「 上 ふわ ふわ の マス ターI と 呼ぶ 。 
今 の 自分 は アル テラ で ある 前 に サン タク ロー ス で ある 、 と 自分 に 言い 聞か せ て いる の で 、 普段 より 物腰 ・ 対 応 が 柔らか 
い 。 

そこ に 、「 や る か ら に は 全力 で や る 」 と いう アル テラ の 優等 生気 質 が あわ さっ て 、 た い へ ん 不思議 な 言動 を する に 至っ た 。 
どこ まで 分 か っ て いて 、 ど こま で 分 か っ て いな い の か まる で 掴め な い が 、 ク リス マス を 成功 させ る 、 輝 ける 羊 か ら 預 か 
っ た [大 切な 贈り 物 』 を 届け る 為 、 ス トレ ー ト に マス ター を 頼っ て くる 。 

得意 技 は サン タク ローズ ス 長老 の モノ マネ 。 

※ サ ンタ クロ ー ス 長老 は アル テラ の 想像 上 の 生物 で す 。 

O 台詞 例 

「 私 は アル テラ 。 偉大 な る フン ヌ の 戦士 に し て 大 王 。 

gan 見 て の 通り 、 サ ンタ だ 。 サ ンタ だ ぞ ] 

「 待 っ て いろ 、 い ま 完 璧 な サン タ に な る ]」 

ここ で ご そ ご そ と 付け 能 を 付け て 、 

「 上 お っ つっ ふ お っ つっ ふ お つっ 。 サ ンタ じゃ ぞ ] 

[問題 は ー つ だ け 。 こ の 服装 は 少し 寒い と いう こと だ な 。 

普段 変わら な い ? そん な は ず は な い …… ち ょ っ と 寒い ] 

「 知 っ て いる 。 プレ ゼン ト を 配 れ ば いい の だ ろう ? 

し か し 一 日 し か な いと は 、 た い へ ん だ 。 ひ と り で も 世界 中 の 子供 に 配 れ る だ ろう か 
[一 私 に は 分 か っ た 。 ク リス マス は 、 温 か い 文明 だ ] 


N و‎ ae 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

大 帝国 を 成 し た 西方 大 王 。 五 世紀 の 人 物 と され る 。 

アッ ティ ラ ・ ザ ・ フ ン 。 

匈奴 (フン ヌ 、 ヒ ュ ン ヌ ) の 未 商 、 フ ン 族 の 戦士 に し て 王 。 

騎馬 の 軍勢 を 率い て 戦場 の こと ご と く を 貴 琴 し 、 無 数 の 死 と 勝利 の 果て に 西 ア ジ ア か ら ロ シア ・ 東 欧 ・ ガ リア に まで 及 
記 広 大 な 版 図 を 自ら の 帝国 と し た 大 英雄 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

空 を 見 よ 。 

聖夜 に 祈り を 抱く 者 で あれ ば 見 える は ず だ 。 

夜空 を 駆け る 一 条 の 虹 を 。 

メー メー な く 羊 た ちの 群 を 。 

そし て 大 胆 な 衣装 に 身 を 包ん だ 、 

LIN AUN 00326 
その 名 は アル テラ ・ ザ ・ サ ン ( タ ) 。 

西方 大 王 、 星 の 紋章 を 持つ 剣 姫 が 数 礎 な 運命 か ら 
サン タク ロー ス と し て の 使命 と や る 気 に 目 覚め た も の 。 
今回 は 大 王 と し て の 人 逸話 か ら 多く の 遊牧 騎馬 兵 た ち を 従え て いる 。 … 
宙 仕 様 ) の 姿 に な っ て いる 。 な ぜ だ ろう 。 


・ の だ が 、 そ れ ら は すべ て 愛らしい 羊 (た だ し 宇 


© 


健康 すぎ ざる 肉体 と 健全 すぎ ざる 精神 、 そ し て ちょ っ と 無知 …… 否 、 無垢 な 性 格 が 彼女 に また と な い 機 会 を も た らし た 。 
カル デア スタ ッ フ が 謎 の 熱病 に 倒れ た 時 、 ア ル テ ラ ・ ザ ・ サ ンタ は 唯一 の 動け る サー ヴァ ント 」 と し て 、 カ ル デ ア の 平 
和 と クリ スマ ス の 為 に 名 羊 ツェ ルコ の 背 に 乗っ て 飛び 出し た の で ある 。 

かねてから クリ スマ ス と いう 文明 を 見 定め た か つた アル テラ に と っ て この 役回り は 望む と ころ 。 華やか な サン タ 服 に 着 
替え 、 彼 女 は 冥界 の 空 に ダイ プ し た の で ある 。 

唯一 の 不安 点 は サン タ 服 の 肌 寒 さ だ 。 

「 普 段 の 服 に 比べ る と 、 面 積 が 少な すぎ る の で は な い だ ろ うか が 


O 8843 

ネロ 

な ぜ か アル テラ サン タ が ライ バル と 認識 し て いる 。 

「 も し や …… あ の 皇帝 も サン タ の ひと り …… な の か ?」 

シグ ルド 

「 真 っ 赤 な 眼鏡 は 夜道 を 照ら す ラ イト の よう だ …… と て も 頼も し い ……」 

サン タオ ル タ 、 サ ンタ リリ ィ 

「 偉 大 な 先輩 た ち だ な 。 だ が 一 年 に サン タ は ひと り だ け 。 サ ンタ 界 に な さけ は 無用 と きい た 。 いつ が 超え な く て は いけ な 
uy 

サン タ ア イラ ンド 仮面 

「 ど ん な クリ スマ ス で あれ 中 ボス と し て 出 て くる の は な ぜ だ ?] 

「 い え 、 こ れ で も 聖人 で す の で (微笑 み ) J 

エレ シュ キ ガ ル 

「 エ レシ ュ キ ガル の 思い 出 は きら きら 光る 星 の よ うだ っ た 。 と て も 切な く 、 そ し て 温か い 。 届け られ て 私 も 嬉し い 。 ド ゥ 
ー ム G に も よろ し く 言 っ て お いて ほし い ] 


cra Y 


CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator = = -一 二 1 


[PUET! と 言っ て 描い た ラフ が アッ サリ 通っ た の で その まま 楽し く 作業 させ‏ 2010811[ 2] رز ۰۰ با( 
て 頂き まし た 。 シナ リオ も 最高 で エレ ちゃ ん も か わい いし で も う 自 分 の や っ て よかっ た 仕事 TOP3 に 入る 勢い で す ! あ‏ 
り が と う ご ざ いま し た ! (huke)‏ 


Bike 


フォ ー リ ナー 
El: ees E Emos” 
E 162cm 


領域 外 の 生命 EX 
HESTE. ED SOME. 
2۳19-۵۵۸۰ 2018۵20۳ 9 RICE را‎ THES BO. 


人 心 に 強く 働き か ける 魔力 を 帯び た 絵画 を 作成 する 。 


= m تس‎ 


a 強い 神 性 を 帯び た 。 
計り 知れ ぬ 衝 威 を 、 葛 委 北 斎 は その 身 一 つ で 封じ 込め て いる 。 
代償 と し て 、 と と 様 は 面妖 端 の 姿 と な っ た 。 


REA Az IL 


自然 の 有り 様 を 研究 し 、 そ の 真髄 を 見 抜く 観察 眼 。 


ふ が くさ ん じゅ うる っ けい 


BRM TIR 


ぶ が くさ ん じゅ うろ っ けい 。 

ご 存じ ミス ター 北斎 の 大 傑作 プレ ー ト ウェ ー ブ 。 

連作 浮世 絵 の ニ 十 一 作 目 神奈川 沖 浪 裏 (か な が わ お き な み うら )]。 

自然 の 振る 舞い を 見 極め 、 神 懸 り の 境地 より 繰り 出さ れる 第 鐘 は 、 神 秘 的 な 実体 を 備え 、 鑑 賞 者 の 身 も 心 も 衝 さ 動か す 。 
そし て 、 深淵 の 邪神 と 交信 し 覚醒 し た 北斎 は 、 そ の 狂気 を 取り 込み 、 唯 一 無 二 の 浮世 絵 を 描 を 上 げた 。 それ が [神奈 川 
異 海 宇 すさ び ]。“ 表 富士 " 三 十 六 景 に 加え た " 裏 富 士 " 十 景 、 さ ら に その 先 の 境地 に まで 踏み 込ん で し まっ た 禁断 の 筆 。 


O 性 格 

北斎 (と と 様 ) CIS (BR). 二 人 は 似 た 者 親子 で 、 性 格 も よく 似 て いる 。 

さっ ぱり と し た 江戸 っ 子 気 質 。 

粋 を 重んじ 、 細 か いこ と に は こだわ ら な い 。 湿っ ぽい 雰囲気 は 苦手 。 

炊事 や 掃除 、 家 事 全般 は 革 末 事 で まっ た く 眼 中 に 無し 。 

好物 は 甘酒 に 大 福 餅 。 そ し て な に より 美人 が 好き 。 

北斎 は 江戸 の 町 人 と し て は 珍し く 酒 も 煙草 も や や ら ず 、 一 方 、 応 為 は どちら も 嗜む も の の 酒 は 控え め 、 煙 草 は わけ あっ て 
禁煙 中 。 


〇 マス ター へ の 態度 

葛飾 北斎 は 、 い つも 絵 の こ と ば か り 考 えて いる 。 

会 話 中 で も 食事 中 で も 、 た と え 戦 闘 中 で あっ て も 、 よ い 題 材 は 無い か 、 着 想 の 種 は 転がっ て は いま いか と 、 常 に 気 を 配 
っ て いる 。 無心 に 第 を 走ら せな が ら 、 ま た 次 に 描く 絵 を 、 そ の また 次 に 描く 絵 の こ と を 考え て いる 。 その た め に サー ヴ 
ァ ン ト に な っ た の だ か ら 。 


そん な 北斎 に と っ て は 、 作 品 を 共に 手がけ る 仲間 で ある 、 と 相手 を 認め る こと が 他 者 へ の 最大 の 評価 と な る 。 
理解 ある パト ロン と な る か 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 与え て くれ る 興味 深い 人 物 と な る の か 、 そ れ は マス ター 次 第 。 


葛飾 北斎 。 し が な い 画 工 サ 。 お 手前 さま が 、 ま す た あ 殿 で ?] 

「 サ アサ 、 絶 景 を ご 覧 じ ろ 昌 

「 仕 事 だ よ 、 と と 様 ] 「 ま か せ ナ 、 描 き 尽 くし て や る ] 

「 お れ と と と 様 は 、 何 処 で も 好き な 絵 が 描け て 、 お まん ま に 困 ら な きゃ それ で いい の サ 」 
「 か る で あ は 女 衆 も 男 衆 も や 美人 ぞろい で 、 筆 が は か どる ね え ] 
「 あ た り め えよ 、 べ ら ぼ うめい!」 
[真正 の 画 工 に な る まで は 、 俺 は お っ 死ぬ わけ に は いか ね え . 
「 ぷ ん ぐる いふ ゆん ぐる い ……」 


o Nx NG 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

江戸 時 代 後 期 の 浮世 絵師 。 

「 意 飾 北斎 ] の 他 に [ 画 狂 老人 ] 「 叫 ] な ど 30 も の 雅号 を 持つ 。 

日 本 を 代表 する 画家 で あり 、 ゴ ッ ホ や ドビュッシー な ど 海 外 の 画家 ・ 音 楽 家 に も 多大 な 影響 を 与え た 。 


大 変 な 速 筆 で 知ら れ 、 生 涯 に 3 万 点 の 作品 を 残す 。 そ の 内 容 は 浮世 絵 の 版画 か ら 肉筆 画 、 漫 画 (現代 の 漫画 と は 異な る ) 、 


春画 (Me) な ど 多 岐 に わた る 。 

晩年 に は 三 女 の "葛飾 応 為 (お うい ) "を 助手 と し て 共に 暮らし て いた 。 

代表 作 は 連作 BRETT. Al. ۱۲۱24742 「 白 物語 ]、 春画 「 端 と 海女 ほか 。 

生涯 に 引 つ 越し を 93 回 も し た り 、 金銭 に まっ た く 無 頓 着 で 赤 偶 で あっ た り 、 奇 行 の 目立つ 変人 と し て 知ら れる 。 外出 す 
る 際 は 常に 呪文 を 唱え て いた と か 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

ERIE "CAR", 

ーー 一 北斎 の 娘 で 助手 の “葛飾 応 為 (お 栄 )"。 

一 匹 と 一 人 合わ せ て 、 人 雅号" 葛飾 北斎 "を 名 乗る サー ヴァ ント 。 

普段 は フワ フワ と 浮か ぷ 物 言わ ぬ 靖 と 、 そ の 変化 に 別に 動じ た 様子 も な い 娘 の お 栄 。 

第 を 握れ ば 、 す ぐさ ま 父 娘 一 体 と な り 、 江 戸 の ちまた を 席巻 し た 見 事 な 絵 の 才 覚 を で ん ぷん に 披露 する 。 


ひたすら に 画 道 を 究め ん と する 北斎 の 執念 は 、 一 個 の 人 間 が 、 その 全 生 涯 を 懸け て 到達 で きる 限界 を 浮き 彫り に させ 、 さ 
ら に 新た な 地平 を 切り 拓く も の だ っ た 。 残 され た 作品 が 後代 の 人 々 に 感銘 を 与え 、 北 斎 の 偉業 に 続か ん と 稚 い 立っ た 者 
た ち も ま た 数 知れ な い 。 

され ども 、 人 間 を 衝 き 動か す の は 理想 ば か り で は な い 。 強欲 と 記 執 、 迷 いと 狂気 。 あ と 数 年 で も 生き 長らえ れ ば 、 真正 
の 画 工 に な っ て みせ た …… と 欲し た 画 狂人 の 切 願 は 、 魔 神 柱 ラ ウム の つけ いる 隙 と な り 、 外 宇宙 に 潜む 深淵 の 魔 に よっ 
て 魅入 られ る 好機 を 与え て し まっ た 。 


で 同業 だ 。 一度 じっくり と 鋼 で も つつ きた い が 、 な か な か お 忙し く て ね ぇ 。 

万 能 っ て の も 考え モン だ 。 おれ は 画業 一 本 で よかっ た ナァ 。 

RE 

すけ 応 、 を ナ ? 持っ て くる の さ 、 絶 妙 な た いみ ん ぐ で 。 和 粋 な 差し 入れ も 一 緒 に ナ ア 。 

気が付い た ら 資 料 も 無し に 今風 の アレ や ら コ レ や ら 描 けり る よう に な っ ちまっ て 。 

あい つ は お れ を どう する 気 な ん で い ? 

アビ ゲイ ル 

マシ ュ に 怒ら れ ち まっ て サ 。 絵 仕事 の 見 学 に 来る 口実 と 、 家事 労働 の 交換 は “うい ん うい ん "と は 言い ませ ん 、 っ て 。 © 
りゃ ご も っ と も アッ ハッ ハ 。 勿論 、 思 に は 着 て る ヨ …… ま 、 手 を 動か し て た 方 が 、 あ れこ れ 思 い 燥 わ ね ぇ で いい の サ 。 
刑部 姫 

持ち 運べ る “ASN っ て の を 教わっ て ナ 。 写 生 や ら 走り 描き や ら 重 宝 させ て も ら っ て る 。 

イヤ ァ 、 当 世 は 絵描き の 天国 だ ナァ ? けど 、 あ の 姫 様 …… だ ん だ ん や つれ て ね ぇ か ? 

BEA 

美人 で その 上 、 人 妻 と は 最高 じゃ ね え か ? 

ます た あ 殿 に は 、 こ の 調子 で どん どん 美人 さん を 召喚 し て ほし いも ん だ 。 


| 第 一 段階 
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CHARACTER Profile 


Bice beset A 


Comment trom Illustrator 


着物 の 柄 を どう する か 結構 迷い まし た 。 お 栄 さ ん は 北斎 を り ス ペク ト し て は いま す が 、 と と 様 デ ザイ ン の 服 は 着 な いん 
じゃ な いか と 考え 、 適 当 に 気に入っ た 花札 柄 の 服 を 着 て いる 事 に し まし た 。 多 分 月 が 好き 。 最終 再 際 の リア アー マー 部 
分 は 「 吉 原 格子 先 之 図 | が モチ ー フ で す 。 (黒星 紅白 ) 


zm Bi 
oy Sa 
セミ ラミ ス 
] 2272 > EFA セミ ラミ ス 
Ex: Ezz Boe 
| 身長 69cm [534 51ke 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ノ キャ ラク ター デザ イン EZ 
CV : 真 堂 圭 


クラ スス キル 3 
RER: C+ MR... ee 
۱ و اس‎ 
自ら が 攻 に 移る と 気配 遮断 の ラン ク は 大 きく 落ち る 。 


RRL, 351730412 218۵13 -0(88 ۱ ( 27۰ 


陣地 作成 : EX 
他 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 

具体 的 な 材料 を 集め る こと で 、“ 神 殿 " を 上 回 る "空中 庭園 "を 
形成 する こと が 可能 


道具 作成 : C 
器具 を 作成 で きる 
こ 特 化し て お り 、 そ れ 以 外 の 道具 を 作成 する 


こと は で き な い 。 


"EE 
ari A 
TRA AS JL 
۳ = ‚un. FS. a AS 
| RUM) ID a 
y ف‎ 鳩 を 使い 魔 と し て 使役 で きる 。 契約 は 必要 な く 、 思 念 を 送る だ け で 良い 。 
A 一 一 一 
A, Wes 1 


空間 や 魔術 に [ 毒 | と いう 環境 特性 を 付与 させ る 。 
虚栄 の 空中 その 玉座 の 間 に お いて の み 
発動 可能 な 宝 具 で ある が 『Fate/GO] に お いて は スキ ル と し て 扱わ れ て いる 。 


[ 毒 が 効か な か っ た 」 と いう 逸話 を 持つ サー ヴァ ント に 対し て は 、 

毒 へ の 弱体 化 デパ フ を 。 

そし て 毒殺 され た と いう エピ ソー ド が ある 場合 は 、 毒 の ダメ ー ジ が 倍加 する 。 
毒 の 種類 は 選択 可能 で あり 、 致 死 性 非 致死 性 も 自由 自在 。 

更に は 毒 を 持つ 魔 獣 すら も 一 時 的 に 召喚 可能 で あり 、 

通常 攻撃 の 際 に 召喚 され て いる 魔 獣 は この スキ ル を 利用 し て いる 。 


パピ ビ ロ ン の 空中 庭園 。 実際 に は 、 セ ミラ ミス は バビ ロン の 空中 庭園 に 携わっ た 訳 で は な か っ た 。 だ が 誤解 し た 数 多 の 人 
々 の 信仰 を 利用 し 、 宝 具 と し て 成立 させ た 。 


あく まで 「 虚 栄 | で わる た め 、 宝 具 の 発動 条件 は 厳し い 。 

イラ ク の 首都 パブ ダッ ド 近 辺 の 遺跡 か ら 、 土 と 石 を 一 定量 運び 、 そ れ を 組み 上 げ る こと に よっ て よう や く 発 動 準備 が 完 
TIS. 

(必要 日 数 は 最低 で も 三 日 程 度 ) 


文字 通り 、「 空 中 を 浮遊 する 大 要塞 ] と し て 顕現 する 。 
そし て この 要塞 内 部 で ある 限り 、 セ ミラ ミス の ステ ー タ ス は 全 ラ ンク ア ッ プ 。 
知名 度 も 最高 クラ ス に 向上 し 、 さ ら に 攻撃 の 際 は 有利 な 補正 が 加わ る 。 


AD Sa 


Bu: EHR BED se 


Otte 
BEA. BONSAI. MCHSIDUBCHSSDMVIAL. 毒 を 飲ま せ て 殺し 、 毒 を 飲ま せ て 心 を 殺す 。 


他 者 に 対し て は 縛 疑 心 が 強く 、 味 方 で あろ うと も 必要 で あれ ば 、 必 要 で な く と も 始末 する 。 そ れ は 同時 に 、 己 の 力 に 絶 
対 の 自信 を 持っ て いる か ら で も ある (自身 の 領域 限定 で ある が ) 。 


な の で 、 他 の 王 と は 致命 的 に 相性 が 悪く 、 自 ら が 打っ て 出る こと は 滅多 に な い 。 
例外 的 に 「 虚 栄 の 空中 庭園 が 完全 な 形 で 成立 し た 場合 、 そ の 内 部 で は 無類 の 強 さ を 誇る た め に 積極 果敢 に 攻め に 向かう 。 


O マス ター へ の 態度 

基本 的 に 利用 し 、 利 用 され る 立場 だ と 理解 し て いる 。 

決し て 油断 は で き な い が 、 誠 実に つき あっ て いれ ば 
胸 徐 を 開い て くれ る か も し れ な い 。 

BI, HABICTSOBLNBL. 

WONTAR, REOVAI—-CRIINUS BME S GLUE. 


O 台詞 例 
「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア サシ ン 。 
ミラ ミス だ 。 
まず は 玉座 を 用 意 せよ 。 話 は それ か ら だ 。 
無い の で あれ ば 仕方 な い 、 汐 が 椅子 に な る が 良い ] 


[人 が 触れ られ ぬ 天 の 城塞 を 見 せ て や ろう 。 
虚栄 の 庭園 、 ハ ン ギ ング ガー デン ズ ・ オ ブ ・ バ ビ ロ ン 。 
商 の 如く 吐い 回 る が いい …… ふ ふ 、 は は は は は !」 


ADICON. それ を 飲み 干せ 。 
Pr 冗談 だ 。 
だ が な 、 愛 と は そう いう も の か も し れ ぬ 。 


用 心して 生き ろ よ 、 我 が マス ター 


O ۵ ‘AME 

PYIUTRBICBBLT ARDOZ. 

女神 デル ケト と 人 間 で ある オア ン ネ ス の 間 に 産 まれ る 。 

赤ん坊 の 頃 に デル ケト に 捨て られ て し まっ た 彼女 だ が 、 半 分 が 神 だ っ た た めか 鳩 た ち が セ ミラ ミス を 温か く 包み 、 牧 人 
に 引き 取ら れる 十 歳 まで 養育 し た と 伝え られ て いる 。 

その 後 、 老 将軍 オン ネス に 嫁い だ も の の 彼女 の 美貌 に 惹か れ た ニノ ス 王 に よっ て 強引 に 身柄 を 奪わ れ て し まう 。 セ ミラ 
ミス は ニノ ス 王 に 数 々 の 献策 を し 、 柚 愛 を 深め た も の の 王妃 と な っ た 数 日 後に ニノ ス 王 を 毒殺 し た と され て いる 。 


その 治世 の 終わ り は 上 乱 子 に よっ て 課 殺 され た と も 、 神 託 を 受け た 彼女 は 恩 子 に 帝位 を 譲り 、 自 身 は 鳩 に 姿 を 変え て 空 へ 
飛び 立っ た 、 と も 伝え られ て いる 。 


な お 、 空 中 庭園 は 本 来 彼女 の 業績 で は な い 。 

故に 、「 虚 栄 ] と いう 言葉 が 宝 具 に 刻ま れ て いる の で ある 。 
O [FateGOI に お ける 人 物 像 

支配 と いう 願望 は ある が 、 さ し て 強い も の で も な い 。 
今回 は 人 理 修正 と いう 正しい 願い と いう こと も あり 、 
サー ヴァ ント と し て 全面 的 に 協力 する 模様 。 

と は いえ 、 折 角 の 召喚 な の で 自由 気まま に 他 者 を 

弄 び た い 、 と いう 願望 を 隠し て は いな い 。 


O 通常 武器 


と ある 聖杯 戦争 で 共に 戦っ た マス ター。 

と は いえ 、 それ は あく まで 別 の 世界 で 召喚 され た 自分 で あり 、 その 区 別 は きっ ちり つけ て いる …… つ ける べき で ある 、 と 
考え て いる らし い が ……。 

他 の 王 系 サー ヴァ ント 

どい つも こい つも 大 変 に 不敬 で ある 。 

いざ と な れ ば 、 酒 を 礁 る し か な い 。 

アタ ラン テ 

彼女 の 願い が + っ て いれ ば 、 あ る い は 彼女 が 傍 に いた な ら 。 生ま れ た と き の 、 あ の 辛い 想い は な か っ た だ ろう な あ 、 
な ど と つま ら な い 未 来 を 夢想 し 、 少 し 苦笑 する 。 

モー ドレ ッ ド 

致命 的 な まで に 相性 が 悪い 。 カル デア で 顔 を 合わ せ た く な い サ ー ヴ ァ ン ト 、 ダ ント ツナ ン パ ー1。 


2 
[A 


١ 
\ 
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狩っ くっ く | 「 セ ミラ ミス さま の 設定 裏話 。 髪 を 結 う の が 得意 な フレ ンズ な の で へ アア レン ジ に 凝っ て みた らし い 。 あ 
た ま の 装飾 を よく 見 る と 卵 が 里 っ て 立派 な 鳩 に 成長 する と か …… ! そう いえ ば 若作り と 陰口 を 叩い て いた 鳩 が [探さ 
な いで くだ さい ] と の 書 置き を 残し て 失 忠 と の うわ さ 」 CHCA) 


浅 上 藤 用 


151 7 了 一 了 一 21 7 


EH xt ۲۳ [ 全 の 境界 | Bas \ ) 
| 属性 [eS ۳3 ۱57۰۲ 1 8 Estes 


Ed: Ae Edo EA Ec E 


設定 作成 : 奈 須 き の こ ノ キャ ラク フタ. 
CV: 能登 麻美 子 


主 な 登場 作品 : 空 の 境界 


FIAT: BAR 


クラ スス キル 


上 生生: AT 
孤独 を 好む お 訳 で は な い が 


に 力 場 を 形成 し て いる 。 
陣地 作成 :B as 

BREE SRT SICH URI DUE 

222908 ERMOEITSILSKRE 視 る ] 力 は 、 も は や ー つ の 結界 に 近い 
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ご 存じ ね じ り 屋 ふ じ の ん 。 
魔 眼 と 呼称 され る 異 能 の 中 で も 最上 級 の も の 。 


異 能 の 中 の 異 能 、 希 少 品 の 中 の 希少 品 。 無機 ・ 有 機 問わ ず 、" 物 質 と し て 存在 する も の "を 一 枚 の プリ ント 映像 と し て 提 
え 、 こ れ を ね じ る こと で 対象 の 強度 ・ 規 模 を 問わ ず に 揮 り 、 切 断 する 。 

破壊 力 に 関し て な ら 直 視 の 魔 眼 を 上 回 る が 、 万 能 で は な い 。 

「 そ の 存在 の 全体 像 を 捉え て いな いと 歪曲 させ る こと は で き な い 人 為 、 地面 や 視界 に 収まり きら な い [都市 と いう 生き 物 | 
を 曲げ る こと は で きず 、 ま た 、 歪 曲 が 発動 し た 際 、 そ の エリ ア か ら 移 動 す れ ば 被害 か ら 逃 れる て こと も で きる か ら だ 。 


光 を 失っ た 眼 だ か ら こそ 観 じ 得る 光 が あ る 。 
厳密 に いう と 超 能 力 、 フ レア ボ イ ア ンス 。 魔術 師 の 持つ 千里 眼 と は 違う も の 。 BENET TARA ICI. E 
H の 魔 眼 と の 相性 は 抜群 で ある 。 


完治 し た と いう の に 繰り 返す 死 の 痛み 。 人 間 の 証明 。 
浅 神 の 一 族 は 少女 の 異 能 を 封じ る 為 、 そ の 触覚 を 閉じ 込め た 。 


sal 


2> 


わい きょく ま が ん 


1:93:10); 


ゆい し き わい き よく の ま が ん 。 
夏 に 降る 懐 の 。 
TEATS 


千里 眼 を 併発 し た こと に より 、 人 間 の 視界 か ら 外 れ た 視界 一 一 
神 の 視点 で ある 全 豚 の 視点 か ら 対象 を “視認 "し 、 ね じ 曲 げ る 超 遠 距離 物理 崩壊 


封鎖 され て いた 痛み は 堀 を 切っ て 螺旋 を 描く 。 
ーーー そ の 崩落 は 泣き 崩れ る 女 の よ うに 。 


EE] 00۸ (名 前 に さん づけ ) あな た BEV あの 方 / み な さん 
若い 魔術 師 さ ん プ 〇 〇 さん ここ ぞ と いう 時 に 「 マ スタ ー] 


〇 性 格 
十 代 後 半 の 少女 。 温和 で 受け 身 な 性 格 。 

古い 時 代 の 、 夫 の 影 踏 まず タイ プ の 控え め な 女性 像 。 

男性 の 暴力 的 な と ころ は 苦手 だ が 、 同 時 に そん な 子供 らし い 一 面 を 愛らしい と も 思っ て いる 。 

な の で 完全 な 理性 の 人 に 対し て は 愛情 より 憧れ ( 恋 の 感情 ) を 抱く よう だ 。 

常識 を 重んじ 相手 を 立て る 才女 だ が 、 根 底 は 徹底 し た 悲観 主義 者 か つ リ アリ スト な の で 時 に 辛 開 な 意見 を 口 に する こと 
も 。 

忍耐 強い が 、 一 度 た が が 外れ る と 相手 を 追い 詰め る まで (事態 を 解決 する まで ) 止ま ら な い 、 暴 走 ゲ ンプ カー で も ある 。 
この あたり 、 決 断 に 容赦 の な い 式 と 似 て いる 。 


女性 的 な 仕草 、 口 調 、 性 格 で は ある が 、 趣味 は 少女 趣味 か ら か け 離 れ た も の 。 ホラ ー 映 画 鑑賞 な ど 、 ひ と り で こっ そり 
と 楽し お 暗い も の を 好む お 。 

本 人 は 最期 まで 自覚 する こと は な い が 、 潜 在 的 な 加 虐 性 質 。 追い 詰め られ る と と た ん に 残酷 ・ 冷 酷 ・ 悪 趣味 に な る の は 
この 為 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

藤 肪 が いた 時 代 は 人 理 焼却 に よっ て 一 瞬 で 灰 に な っ た 。 

彼女 も 同様 に 燃え 尽き た が 、 そ の 特異 性 を 世界 の 抑止 力 は 見 逃さ な か っ た 。 

アラ ヤ 識 は 人 理 焼 却 を 覆す 旋 の 戦力 の ー つ と し て 彼女 の 異 能 を 採用 し 、 彼 女 は 仮 初め の サー ヴァ ント と し て カル デア に 
召喚 され る こと に な っ た 。 

彼女 に と っ て 今 の 自分 は 「 夢 ] に すぎ な い 。 式 同様 、 燃 え 尽 きる 直前 に 見 て いる 、 人 理 焼却 を 覆 さ な けれ ば 消え る だ け の 
ROME. 

導通 の 感性 な ら 混 乱 し 、 パ ニッ ク に 陥る と ころ だ が 、 藤 7/5 は この 異常 を すん な り と 受け 入れ た 。 サー ヴァ ント と し て 呼 
ば れ た 自分 の 立場 を きっ ちり と 理解 し 、 自 分 に で きる 範囲 で マス ター の 力 に な ろう と 努め る だ ろう 。 


O 台詞 例 

みな さん 、 そこ で 立ち 止ま っ て いて くだ さい 。 ち ょ っ と だ け 、 羽 目 を 外し て し まい ます か ら ]」 

—— AN] 

ここ まで くれ ば 安全 で し ょ う 。 み な さん 疲れ て いる の で すか ら 、 三 十分 だ け お 茶 の 時 間 に し まし ょ うか ] 

そう で すね 。 わた し も 、 夢 見 る よう な 気持 ち で す 。 不 護 慎 だ と は 分 か っ て いま す が 、 こ ん な に ドキ ドキ し た の は 初め て 
で す も の ] 

// 鮮 花 た ちと ゾン ピ 映 画 の シチュ エー ショ ン に 投げ 込ま れ た 時 の 、 ひ と り だ け 上 ふわ ふわ し た 感想 

暴力 的 な 男 の 人 は 苦手 で す 。 で も 、 手 の か か る 子供 の よう で 、 ち ょ っ と だ け 可 愛 い で す よ ね 7?] 

た し か に 殺害 方 法 は 特定 で きま せん 。 こん な に 真っ 黒 に か っ て は 、 中 を 見 て も カエ ル の 解剖 と そう 変わ り は あり ま 
せん し 。 …… で す が 、 犯 人 を 特定 する こと な ら 可 能 だ と 思い ます 。 ね え 、 そ う で し ょ う 黒 桐 さ ん ?」 

つ …… や め て …… 不 意 打 ち で す …… い つも 不意 打ち で 笑わ せ に くる の は 補 居 で す ……」 

// 笑 い を こら えて いる 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

変異 特異 点 ・ 境 界 式 に て 発見 され た 少女 。 

厳格 な 趣き の 女学院 の 制服 、 慎 み 深い 言葉 づか い 、 果 断 す ぎる 行動 力 。 す べ て が 日 常 的 で あり な が ら 、 ど こ か 立ち 位置 
の ズレ た 危う さ を 感じ させ る 。 

視界 に 映る も の で あれ ば 、 硬 度 ・ 構 造 ・ 規 模 を 無視 し て ね じ 曲 げ る 310۳68 ORE. 

浅 上 と いう 名 字 は 古く は 浅 神 と 書き 、 神 ( 異 能 ) に 通じ る 巫女 の 家系 だ っ た と いう 。 

五感 の うち 、 触 覚 が 麻痺 し て お り 、 痛 覚 を 知ら ず に 生き て きた 少女 。 

痛み を 知ら な い 為 、 他 人 の 気持 ち に 共感 する こと が で きず 、 人 々 の 輪 か ら 孤 立 し て いた 。 

幼い 頃 か ら 知性 の 高かっ た 藤乃 は 、 自 分 を 守る た め に "自分 は 普通 の 人 間 で ある "と まわ り に 知ら し め る た め に 無痛 症 で 
ある こと を 隠し 、 ま た 、 自 分 の 心 も 偽 っ て きた 。 


コラ ボ イ ベ ント 「 空 の 境界 ] 復刻 版 の 追加 サー ヴァ ント 。 
a DEE あく まで ファ ン サ ー Eee 


O 因縁 キャ ラ 

両 儀式 (アサ シン ) 

「 か つて の 因縁 は も う 終 わっ た こと 』 と 和やか に 接し て いる 。 

が 、 ま た そう いう 状況 に な れ ば た め ら いな く 殺 し 合う 関係 。 

どちら も それ が 自然 だ と 思っ て いる あたり 、 似 た も の 同士 。 気 を 遣う 必要 の な い 親 友 と も 言え る 。 
両 儀式 (セイ バー) 

washed あの 式 さ ん 、 と て も 女性 的 な ん で すね 。 普段 の 式 さ ん より 口調 が 穏やか で 、 柔らか く て …… と て も イラ っ と きま し 
た 、 私 。 

あの 方 に 比べ れ ば 、 普 段 の 式 さ ん は ルー ム メ イ 上 に な っ て も いい くら いで す ] 

反面 た お や か な 女性 像 と し て 在 る 両 儀式 に は 疫 性 心 を 覚え る 藤 7 有 で あっ た 。 

LEE 

PREC, BET, ARL UCTWT ADERAICETEMTHWIET. 

性 格 は …… ち ょ っ と 違う よう で すけ ど 。 で も 、 ビ ー ム いい で す よ ね 、 ビ ー ム ] 


メカ エリ チャ ン 、 メ カエ リ チ ャ ン TL 号機 
夜 の 湾岸 に 現れ て ほし い サ ー ヴ ァ ン ト 、 ナ ン パ ー ワ ン で す 。 
私 た ち 、 と て も 相性 が いい と 思う の で す が ……] 
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CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator ー 
空 の 境界 か ら の ゲス ト 参 戦 と なり ます 。 第 1 段階 は 、 お な じみ の 礼 園 の 制服 。 第 二 段 階 は 喫茶 店 アー ネン エル べ の ウェ 
イト レス 姿 。 せっ か く の ク ロス オー バー な の で 、 フ ァ ン サー ビス も 兼ね て 「 ま ほう つか い の 箱 | Ver に させ て 頂き まし 
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